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私がこの一文を書くに至 ったきっかけは、学術 しました。それには、2つの理由があります。第
会議科学史研連主催のシンポジウム*で私の行 った 一は、私が全国初の共同利用研である基礎物理学
「戦後の学術研究体制一共同利用研究所の動向を中 研究所の所長を長くつとめていて、共同利用研と
心に」と題する報告 にあります。シンポジウムに は何か、それはどうあるべきか、という問題に否
出席された金研情報 ・広報室の小野瀬さんか ら、 応な くつきあってきた ことによります。所長を し
講演記録をIMRニ ュースへ掲載することの依頼 ていますと、よその研究所の 「創立50周年記念式
を受けたので した。しかし、講演速記録にいくら 典」といったもの に出席する機会が多く、そのた
手をいれても、とても読めるものにはな りそうに びにそれぞれの研究所の歴史について耳にしてき
ないと思い、この報告をもとにあらためて書くこ ま した。また、今年は京都大学の創立百周年に当
とを私か ら申し出たので した。あらためて書くの たっていて、京大百年史の中の部局史を書く必要
であれば、「戦後の学術研究体制」という大問題は 上、基研自身についてはかなり詳 しく調べてもあ
ひとまず脇において、私 にとって身近な研究所、 りまず)。したが って、こういう副題つきであれ
とくに共同利用研究所 について考えることができ ば何かお話 しできるだろうと思ったので した。
る、と思ったからでもあ ります。ただ し、考えた 理由の第二は、共同利用研究所というものが、
上で、そこからなん らかの教訓を見いだ し、研究 とくに近年、日本の学術研究体制の中で中核的な
所の将来について論 じよう、というのではありま 役割を占めるようになってきた、と感 じるからで
せん。私の知 ったこと、考えたことを書き記 し、 す。基研が最初の共同利用研として出発 したのは
結論はすべて読まれた方におまかせする、そんな1953年 のことでした。共同利用研ははじめ物理
つもりで書き始めます。 の分野で設置され、それから他の分野にも広が っ
て数を増 しました。とくに1987年に金研が改組
1,なぜ共同利用研か によって共同利用研となって以後は、改組 による
シンポジウムの主催者から 「戦後の学術研究体 共同利用研の誕生が続き、現在では文部省直轄の
制」というテーマで報告を行 うようにとのこ依頼 共同利用機関が15、大学付置の共同利用研が18、
をいただいたとき、私は題に 「共同利用研究所の ほかに大学付置の全国共同利用施設が12にのぼり
動向を中心に」という副題をつけることをお願い ます。これらの研究所やセンターは平成7年 から
脚注(*)
平成8年9月から10月にかけて3回にわたり開催された 『20世紀科学 ・技術の歩みと特質を探る』と題するシンポ
ジウムの最後回で、『日本の科学研究体制と自然科学の進展』のサブテーマの下に、平成8年lO月21日(月)日本学
術会議大会議室において行なわれたものです。
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「卓越 した研究拠点」として、若干の特別な予算措 ルサン(梅 毒の化学治療薬)の 輸入が止まったた
置を受けるようにもな りま した。共同利用研は研 め、その国産を目指 して京都帝国大学理科大学
究所の特別な形態か ら、研究所の一般的な形態の(当 時は理学部がこう呼ばれていました)に附属化
1つに変 り、学術研究体制の中核になりつつある、 学特別研究所が設置されて、サルバルサンその他
といっていいように思います。共同利用研に注目 の砒素化合物の製造と薬理作用の研究が始まりま
して学術研究体制について論 じるのも、あながち した。その後、1926年サルバルサン製造組織の
的はずれではあるまいと思ったわけです。 拡張と毒薬に関する研究拡張の予算が議会を通過
し、それを機に官制が公布されて、化学特別研究
2戦 前 ・戦中の研究所 所は京都帝国大学附置の化学研究所となったので
報告の準備として私がまず したのは、「大学研究 した。
所要覧」2)によって、いま全国にどのような研究 化学研究所の設置を決めた勅令には興昧深い1
所があるかを見ることでした。この 「要覧」には 条があります。ここで所長は京都帝国大学教授の
各研究所の現状のほか簡単な沿革がついています 中から文部大臣が補することになっているのです
から、これらの研究所がいつ、どのような形で設 が、所員については第5条 に 「帝国大学教授及助
置されたかもわかります。しか し、これでは廃止 教授中ヨリ文部大臣コレヲ補ス」となっているの
されて現存 しない研究所については知ることがで です。つまり、所員は京大の教授 ・助教授に限ら
きません。そこで、その他若干の資料3)を参照 し れていませんでした*。当時の研究所は大学からか
て作成 したのが7ページから9ページの表です。不 なり独立 した地位にあり、今 日の共同利用研究所
完全だとは思いますが、これでも研究所の移りか に近い性格をもっていた、ということができます。
わ りの様子は知ることができます。少なくとも、 名称も正式には 「化学研究所」であって、京都帝
私自身にとってはたいへん興味深いものでした。 国大学の名は冠せられていません。戦後、官制が
一見 してまず思うことは、研究所がいかに国策、 廃止され国立学校設置法が公布されて、化学研究
あるいは時代の要請に応じて歩んできたか、とい 所は京大の1部局とな り、「京都大学化学研究所」
うことです。まさに、「研究所は世につれ、 … 」 となったので した。このあた りの事情は金研も同
です。それは学部でも同じだと思 うのですが、研 じだったと思います。
究所の場合は直接、名称に現われますので、目に この表でつぎに目につ くのは、1941年か ら
見えるのです。1945年 にかけての戦中にきわめで多 くの研究所
明治期に生まれた研究所が伝染病研究所、地震 が設置されていることです。その多くは国策に沿
研究所、史料編纂所であったことは、誰 しも納得 った工学系の研究所で した。そうでないものも、
するところで しょう。大正期にできた研究所は、 東亜経済研究所(東 京商大)、東亜風土病研究所
金研の前身である鉄鋼研究所をは じめ、それぞれ(長 崎医大)、南方自然科学研究所(東 大)等 、戦
に第一次世界大戦後の時代と深く係わっています。 争との関連が色濃く見られます。各大学がこぞっ
化学研究所(京 大)設 置の事情 はつぎのような て時流に乗 り、研究所の設置を要求したので しょ
もので した4)。戦争によって ドイツからのサルバ うか。その中で異色なのは、1944年に広島文理
脚注(*)
実際には、京大以外の教授 ・助教授が所員となった例はないようです。
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科大学に附置された理論物理学研究所です。この 変革の大きな一歩でした。
研究所は、広島文理大における波動幾何学の研究 基研は前年に発足した湯川記念館の発展 したも
を一層発展させることを意図 して準備されたもの のです。湯川記念館はその名の示す通り、湯川秀
で、当事者たちは戦争とはまったく無縁なものと 樹博士のノーベル賞受賞(1949年)を 記念 し
考えていま した。しか し、設立に当た って書類上 て設置されま した。湯川博士の日本人として初の
ではやはり、戦争への貢献をうたう必要があった ノーベル賞受賞は、敗戦後の自信喪失状態にあっ
ようです。「理論物理学研究所設置理由」の追加説 た当時の人たちにとって大きな励ましで した。そ
明につぎの文章があります5)。 の時 「新制高校」の生徒だった私もよく記憶して
「理論物理学八凡ユル科学技術ノ基礎ヲナス学 います。京都大学鳥養総長はこの受賞を記念する
術デアルコ トハ今更云ウヲ待タヌコ トデ、特二科 事業を行うことを提案され、学術会議はこれを支
学兵器 ノゴ トキーニシテコノ理論二基力ザルモノ 援する形で、翌1950年1月、理論物理学の振興
ナク又コノ理論ニヨッテ将来緊要ナル研究ヲ遂行 を政府に要望する総会決議を行いました。
シ例ヘバ新兵器ノ発明発見モ期待シ得ラルルモノ その後、記念事業として京大に設置されること
デアル」 になる記念館について、それがどのようなもので
1年後、1945年8月6日、理論研は原爆によっ あるべきかが、学術会議の物理学研究連絡委員会
て壊滅 し、2名の所員が亡 くなります。歴史の皮 と原子核研究連絡委員会、とくに後者で熱心に議
肉というにはあまりにも不幸な経緯で した。 論されま した。このとき、新 しい研究所のモデル
として考えられたのは、戦前の理化学研究所、と
3.戦 後、共同利用研の誕生 くに仁科研究室を中心とした素粒子論研究者たち
戦後にな りますと、まず戦争に直結 した名称を の共同研究の経験で した。戦中には数回にわたっ
もつ研究所では、東亜経済研究所は経済研究所に、 て中間子討論会も開かれました。これは今でいえ
南方自然科学研究所は立地自然科学研究所 に等、 ば、共同利用研で開かれる研究会のようなもので
名称の変更がなされました。占領軍によって航空 した。そうした共同研究の雰囲気の中で、朝永振
機の研究が禁止され、航空研究所(東 大)は 理工 一郎博士の 「超多時間理論」(1965年ノーベル賞)
学研究所に、航空医学研究所(名 大)は 環境医学 も生まれていたのです。そうした優れた研究を生
研究所に変わりました。 んできた素粒子論研究者たちの自信が、新しい研
引き続いて、社会科学研究所(東大)、食糧科学 究所をつくろうという意欲を支えていたのだと思
研究所(京 大)、産業労働研究所(九 大)、防災研 います。
究所(京 大)等 が設置されました。これらの研究 もう一つのモデルは、プリンス トンの高等研究
所もまた、戦後の社会、政治状況をよく映 してい 所で した。高等研究所は固有の所員は少数のみで、
ると思います。この間、1949年に国立学校設置1な い し2年滞在する客員所員が大半という研究所
法が公布されて、大学における研究所の地位に大 です。この研究所のことは当時、朝永博士が 「新
きな変化が生じたことは前述の通 りです。 しい型の研究所」として紹介 して します6)。この
1953年、最初の全国共同利用研究所が設置さ 紹介には記念館の設置を検討 していた文部省の担
れま した。基礎物理学研究所(京 大)と 宇宙線観 当者も関心をもったといいます。
測所(東 大)で す。これは研究所の歴史の中で、 京大で記念館の設言寸が検討されていた頃、コロ
ー4一
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ンビア大学におられた湯川博士か ら鳥養総長にあ な り、住民の反対運動がおこるのですが、これも
てた手紙が残 っています。その中で、湯川博士は 研究者にとっては貴重な経験だったと思います。
記念館に必要な設備として、講演室、大きな黒板 朝永博士は、1957年に学術会議の懇談会で し
のついた所員研究室、完備 した図書室、談話室な た話の中で、共同利用研設立の動機を2つあげて
どのほか、招聰する外国人学者の研究室、ビジタ います6)。第一は学問の性格の変化、すなわち共
一のための宿泊施設などをあげています。これ ら 同研究の重要性が増 したこと、第二は大型の設備
はすべて、全国の研究者が集まり、共同研究を行 が必要になり、それを各大学がもつことは経済的
う場としての研究所を目指したものでした。 に不可能であることです。基研は第一の動機によ
共同利用研の実現には学内的にも障害がありま り、核研は第この動機 によって生まれたといって
した。それは、全国の研究者のものとしての研究 よいで しょう。これに対 し、1957年に設立され
所と大学自治との関係で した。学外者が研究者グ た物性研究所(東 大)の 場合 にはもう1つの動機i
ループの代表として研究所の運営に参与すること があったよ うに思います。それは、当時つかわれ
は大学自治の侵害であると考えられたのです。京 た言葉でいえば、「ピーク作り」です。戦後、日本
大の場合、このことは所長の諮問機関と しての運 における物性研究は諸外国に比べて決定的に遅れ
営委員会(学 外委員を含む)を 設け、その答申を ていました。当時は物性研究には加速器のような
学内機関である協議員会にかけて決める、という 大きな設備は必要ありませんでした。しか し、そ
規 則 をつ くるこ とで解決 しま した。東大 で は れでも各大学の研究室が必要な実験設備をもつこ
問題はもっと難 しかったようです。 とはまだ望むべくもないことで した。
戦前、日本には理研のほか阪大、京大にもサイ そこで、せめて立派な総合研究センターを設け
クロ トロンがあり、日本の原子核研究 は米国につ て、そこに研究のピークを作ることによ って、全
ぐレベルにあったといいます。戦後、これ らのサ 体の レベルを引き上げようという考えが生まれた
イクロ トロンは占領軍によ って破壊され、加速器 のです。一方では設備の共同利用も期待されてい
による原子核研究は禁止されま した。このため、 ま したから、2つの期待が時と しては矛盾するこ
多くの研究者は宇宙線の研究にむかいます。宇宙 ともあって、この問題はその後の物性研究所のあ
線は高い山の上で観測 しなければな りません。自 り方に尾を引くことにもなります。
然 に研究者は大学のキャンパスか ら出て、山の」二
に共同の宇宙線観測のための施設をもつようにな4.共 同利用研の発展
りま した。共同利用研としての宇宙線観測所はこ こうして物理の分野か ら始まった共同利用研つ
のような流れの中で誕生 したのです。 くりは、その後他の分野へ広まっていきました。
1951年、ようやく原子核研究の再開が認めら それらの研究所の性格は、上に述べた3つの要素、
れ、理研、阪大、京大にサイクロ トロンが再建さ すなわち、共同研究、大型設備、総合センターを
れることにな ります。その中でもっと大きい加速 いろいろな比率でかねたものといってよいで しょ
器をもちたい、という声が研究者の中から上が り、 う。
原子核研究連絡委員会を中心 に議論が進められま 大型装置中心の研究所は高エネルギー物理学研
した。そこでまとめられた案が1953年学術会議 究所の設置によって新 しい局面をむかえます。装
総会の議をへて、新研究所設立の政府勧告とな っ 置が大きすぎて1つの大学にはおさまらなくな り、
たので した。田無に原子核研究所をつくることに 文部省直轄の研究所が誕生 したので した。直轄研
一5一
というあり方は基研設立のときも検討されたよう 以外でいえば、情報センターとしての役割があ り
ですが、小さい研究所の場合は大学の中にいるほ ます。基研はかな り早い時期から、諸外国のセン
うがよい、と判断されたので した。その後設立さ ターと結んで、研究情報のネッ トワークを組んで
れた直轄研はすべてが大型装置中心とい うわけで きました。
はありませんが、それぞれの場合に直轄研の方が 研究面では、境界領域の研究の推進をあげるご
運 営面 等でよい と考え られたのだ と思い ます。 とができます。1つの例をあげれば、日本におけ
1989年の核融合科学研究所の設立まで、改組に る宇宙物理の研究は基研を中心とする研究活動が
よるものも含め、15の文部省直轄の大学共同利用 生み、育ててきたといってよいと思います。共同
機関が生まれました。 利用研という自由な立場は、学際的な研究を進め
共同利用研の歴史は、1987年の金属材料研究 るのに有利なのではないでしょうか。
所の共同利用研への改組によって、もう1つの転 国際交流をいうことは現在ではまった くの常識
機をむかえま した。その後、改組によって共同利 です。基研では創立の年(1953年)に開かれた
用研とな った研究所は金研も含め9研究所 にのぼ 理論物理学の国際会議以来、長く国際交流の中心
ります。こうして、共同利用研究所は研究所の特 となってきま した。いまや共同利用を国内だけに
殊な形態から、一般的な形態の1つにな ったわけ 限るのは無意味になっているといってよいで しょ
です。ただ し、これらの研究所はふつうの付置研 う。高エネルギー物理の分野では、装置の建設か
究所としての長い歴史をもっているわけですから、 ら国際的な協力が必要にな ってきています。もっ
一口に共同利用研 といっても、それぞれに異なる と身近なところでも、随時開かれている研究会 に
状況にあるだろうと思います。研究分野によって、 国外からの参加者をこぱむ理由はありません。と
共同利用研に対する研究者の期待もさまざまで し ころが、現在の共同利用研究所の制度は、そうし
ょう。研究所のあり方について、いろいろな問題 た現状に合わなくなってきているように思います。
が今後に残されていると思います。 小さな例をあげれば、研究会の開催に使用される
最後に、基研がこれまで共同利用研と して果た 研究員等旅費が国外か らの参加者には支給 しにく
してきた役割をふ りかえって、この一文の しめく い、という問題があります。共同利用研究所の制
くりにしたいと思います。設立の 目的でもあった 度は、もう一度脱皮すべき時期にきているのでは
共同研究の推進についてはくり返 しません。それ ないでしょうか。
1)長岡洋介 ・登谷美穂子:基 礎物理学研究所の歴史(素 粒子論研究93(1996)、349)
2)大学研究所要覧(日 本学術振興会編)
3)近代日本総合年表(岩 波書店)ほ か
4)京都大学七十年史(1967年)
5)広島大学二十五年史3,包括校史(1979年)
6)朝永振一郎著作集6(1982年、みすず書房)
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研 究 所 の 変 遷
[研究所名は設置時のもの、太文字は全国共同利用研究所(*は改組によるもの)、カッコ内は主な変遷]
1892伝 染病研究所(1967医 科学研究所、 東大)
地震研 究所(1994共 同利用、 東大)
1895史 誌編纂掛(1929史 料編纂所、 東大)
1918航 空研究所(1946理 工学研究所、1958航 空研究所、 東大、1981宇 宙科学研究所)
1919鉄 鋼研究所(1922金 属材料研究所、1987共 同利用、 東北大)
商業研究所(1949経 済経営研究所、 神大)
1926化 学研究所(京大)
1931温 泉治療学研究所(1972生 体防御医学研究所、 九大)
1934建 築材料研究所(1958工 業材料研究所、 東工大)
微生物病研究所(阪大)
1935電 気通信研究所(1994共同利用)
1939農 学研究所(1988遺伝生態研究センター、 東北大)
資源化学研究所(東工大)
精密機械研究所(1954精 密工学研究所、 東工大)
人文科学研究所(京大)
産業科学研究所(阪大)
体質医学研究所(熊本大?)
1941工 学研究所(1996エネルギー理工学研究所、 京大)
結核研究所(1988胸部疾患研究所、 京大)
東洋文化研究所(東大)
低温科学研究所(1995共同利用、 北大)
選鉱製錬研究所(T992素材工学研究所、 東北大)
抗酸菌病研究所(1993加齢医学研究所、 東北大)
1942東 亜経済研究所(1946経済研究所、 一橋大)
結核研究所(1967がん研究所、 金沢大)
流体工学研究所(1951応用力学研究所、 九大)
東亜風土病研究所(1946風土病研究所、1967熱帯医学研究所、1989共 同利用、 長崎大)
1943超 短波研究所(1946応用電気研究所、1992電 子科学研究所、 北大)
触媒研究所(1989触媒化学研究センター、 北大)
編集者脚注=
この表では各研究所が大学の内外を問わず独立の形態になった年を設置年としてあ ります。
東北大学金属材料研究所の起源を、本所では東北帝国大学理科大学臨時理化学研究所第2部 としており
ますが、この表の基準では鉄鋼研究所になります。
7
科学計測研究所(東北大)
高速力学研究所(1988流 体科学研究所、 東北大)
窯業研究所(1958工業材料研究所、1996応 用セラミックス研究所、 東工大)
航空医学研究所(1946環境医学研究所、 名大)
放射能泉研究所(1951温泉研究所、1985地 球内部研究センター、 岡山大)
弾性工学研究所(1951応用力学研究所、 九大)
1944非 水溶液化学研究所(1991反応化学研究所、 東北大)
燃料化学研究所(1954資源化学研究所、 東工大)
理論物理学研究所(広島文理大、1990基 礎物理学研究所、 京大)
木材研究所(1991木質科学研究所、 京大)
電子工学研究所(1954精密工学研究所、 東工大)
経営機械化研究所(1949経済経営研究所、 神大)
南方自然科学研究所(1946立 地自然科学研究所、 東大、1952廃 止)
音響科学研究所(阪大、1951産 業科学研究所へ吸収)
1945硝 子研究所(東北大、1952非 水溶液研究所に吸収)
輻射線研究所(東大、1950理 工学研究所へ吸収)
1946結 核研究所(1974免疫科学研究所、 北大)
腐敗研究所(1973生 物活性研究所、198フ 真核微生物研究センター、 千葉大)
社会科学研究所(東大)
食糧科学研究所(京大)
1949空 電研究所(1990太陽地球環境研究所、 共同利用、 名大)
新聞研究所(1992社 会情報研究所、 東大)
生産技術研究所(東大)
生産科学研究所(1987機能物質科学研究所、 九大)
光学研究所(東教大、1978廃 止)
産業労働研究所(九大、1979廃 止)
1951防 災研究所(1996共同利用)
歯科材料研究所(1966医療器材研究所、 東医歯大)
1953応 用微生物研究所(1993細胞生物学研究所、 東大)
宇宙線観測所(1976宇宙線研究所、 東大)
基礎物理学研究所(京大)
農業生物研究所(1988資源生物科学研究所、 岡山大)
1955原 子核研究所(東大)
1956ウ ィルス研究所(京大)
1957物 性研究所(東大)
1958た んぱく質研究所(阪大)
1961原 爆放射能医学研究所(広島大)
プラズマ研究所(名大、1989核 融合科学研究所)
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1962海 洋研究所(東大)
経済研究所(京大)
1963内 分泌研究所(群馬大)
数理解析研究所(京大)
原子炉実験所(京大)
1964ア ジア ・アプ リ力言語文化研究所(東外大)
原子炉工学研究所(東工大)
1965電 子工学研究所(静大)
1966社 会経済研究所(阪大)
1967脳 研究所(新潟大)
霊長類研究所(京大)
1971高 工ネルギー物理学研究所(直轄)
1972溶 接工学研究所(1996接合科学研究所、 阪大)
国文学研究資料館(直轄)
1973難 治疾患研究所(東医歯大)
水圏科学研究所(1993大気水圏科学研究所、共同利用、名大)
国立極地研究所(直轄)
1974和 漢薬研究所(富山大、1978富 山医薬大)
国立民族学博物館(直轄)
1975分 子科学研究所(直轄)
1977基 礎生物学研究所(直轄)
生理学研究所(直轄)
1981*宇宙科学研究所(直轄)
国立歴史民俗博物館(直轄)
1984*国立遺伝学研究所(直轄)
1985*統計数理研究所(直轄)
1986*学術情報センター(直轄)
1987*金属材料研究所(東北大)
国際日本文化研究センター(直轄)
1988*国立天文台(直轄)
1989*熱 帯医学研究所(長崎大)
核融合科学研究所(直轄)
1990*太 陽地球環境研究所(名大)
1993*大 気水圏科学研究所(名大)
1994*電 気通信研究所(東北大)
*地震研究所(東大)
1995*低 温科学研究所(北大)
1996*応 用セラミックス研究所(東工大)
*防災研究所(京大)
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金研のよき伝統に生かされて
茅 野 秀 夫(本 所 材 料 照 射 工 学 研 究 部 門 教 授)
金研山本美喜雄研究室に昭和32年に大学院理学 よりも波乱と感動の人生であった。
研究科物理学専攻の学生としこ指導を受けて以来、 金研大洗施設には昭和42年設立準備室から故後
現在まで39年の長きに渡 りお世話になった。 藤秀弘教授、鈴木進教授、故矢島聖使教授こ指導
初めは、全く研究の何かもわからず、大学の先 のもとに勤務 し、平成元年以来施設長を拝命 し、
輩の話にすっか り魅了され同 じ研究室に鈴木平教 文部省 はじめ歴代の金研所長、原研大洗研究所、
授(東 京大学名誉教授、元物性研所長、金研運営 施設 ・研究室職員、事務職員、東北大学本部事務
協議会委員長、金研外部評価委員会委員長)を 指 官、金研事務部長はじめ事務関係職員にはひとか
導教官と してこ指導を受けて以来、金属の魅力に たならぬお世話になった。まだ定年まで3ケ 月足
取 りつかれ、人生の三分の二を只、ひたすら材料 らずあるが、施設運営に関しては核融合炉材料拠
開発研究に遙進 して来た。この ことは、よき伝統 点施設構想の実現など大きな問題を残しながらも、
のもとこ指導頂いた鈴木平教授は じめ故幸田成康 曲が りなりにも役 目を果たすことが出来たことは
教授、鈴木進教授、諸住正太郎教授、平林真教授、 上 に挙げた多 くのかたがたの御尽力の賜であ り、
増本健教授外、世界的な多くの先生方、先輩そし 厚く御礼申 しあげる次第である。特に施設設立に
て、大洗施設に勤務 してからは金研の原子力関係 直接かかわって来 られた文部省の大山超先生、大
の諸先生方をは じめ共同利用に来設された外部の 原勇先生には特別のお世話になった。大山超先生
著名な原子力材料関係の諸先生方のこ指導を居な には終始激励の言葉を頂き、「大洗から世の中をひ
が らにして受けることが出来たお陰であ り、研究 っくり返すような大きな仕事を期待する」との年
者冥利に尽きると云っても過言ではない。 賀状を受け取 り、正月返上で仕事に没頭 したのも
しか し決 して平坦な道ではなく、その間、転位 楽 しい思い出である。
論全盛時代 と金研の曲が り角論、大洗施設設立悲 金石刑ま国立大学附置研究所の第一号であり・設
話、故矢島聖使教授グループとして開発に参加 し 立当初から金属の分野で世界をリー ドする研究成
たSicma維開発物語など事実は小説より奇なりと 果を出 し続け、戦後来仙 し金研で講演された湯川
云われているが、自分にとって今までのどの小説 秀樹先生をはじめとする金研曲がり角論も無事好
【略歴】 昭和35年 東北大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程終了
金研山本美喜雄研究室で鈴木平助教授の元で指導を受ける。
その後、本研究所助手、助教授を経て昭和61年教授に就任、
平成元年より附属材料試験炉利用施設長
昭和50年 矢島聖使教授グループの一員として耐熱高熱 ・超強度Sic連続繊維の合成により朝日賞受賞
昭和55年 原子力学会賞受賞
原子力学会、茨城県、原研、動燃の各専門委員を務めた。
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転させることが出来たのも東北大学の研究第一主 主義の時代であった。その結果、科学は科学に携
義に加えて実学を基本とする 「ホンダイズム」が わる人々のみな らず、文明社会の全ての人々の心
それぞれの研究者に信念として浸透 している為で を満たすための手段は提供 したが、反面、自然と
ある と思われる。私も本多先生の直弟子である鈴 の対立、征服を目標とし、その結果環境破壊、地
木平教授から 「ホンダイズム」を体で教えて頂き、 球汚染に拍車をかける ことにな り、心の荒廃を招
この道を生きるきっかけと自信を得ることが出来 く結果となった。 しか し、これは科学自身に責任
た。 があるのではな く、それを推進させるための科学
今後 「ホンダイズム」が何時までも伝承され、 技術者の基本理念に問題がある。20世紀の科学の
夫々の研究者に生かされている限り金研は栄光の 多くは実証性による物質中心の統計、確率を主体
座を守 り続けることが出来ると確信 している。 とする科学であ り、個は全体の中の一であ り、統
本多先生の言葉として多くの語録が残されてい 計的処理による全体の挙動によってのみ個の挙動
るがその中で最も好んで語られている言葉として が確率的に推定される。
「今が大切」の語録がある。 そ して、具体的個の挙動は宿命、偶然によると
これは金研75周年記念の文鎮にも刻 まれてお する。その結果、個が疎かになり、人命を扱う現
り、本多先生門下の多 くの人々の座右の銘として 代医学、巨大科学として科学の粋を集めた原子力
伝承され、それぞれの弟子達の仕事の場で生かさ 発電において、個に対する説得力に欠け、問題を
れている。 残す結果となっている。
東京理科大学新制初代学長の本多先生通勤用の 原子炉材料、核融合炉材料の開発基礎研究を行
旧型フォー ドのナンバ ープレー トの上にも 「今が な って来た者と して、原子力発電は化石燃料の枯
大切」の言葉を掲げて学生に示すとともに戦後ま 渇、二酸化炭素による地球汚染、温暖化などから
もない不況に喘ぐ東京の町の人々にも示された。21世 紀を生きぬくため現在の原子力発電、そ して
この語録は 「ホンダイズム」の根本精神を示すも 最終的には核融合炉による発電は必要不可欠であ
のであり、物理冶金学を作り上げ、そ してそれを ると確信 している。 しかし、現在の統計的処理に
もとにK・S磁 石鋼、新K・S鋼、センダス ト、超 よる設計ないし安全評価では地域住民の同意が得
パーマロイ、アルフェル、コエ リンバー等の世界 られず、不安感がつのるばかりである。
的物質を世に問うた本多先生の真からの叫びであ 原子力も含め、21世紀の科学は20世紀の反省
った。 の上にたって推進する必要がある。とくに経済大
「今」とは何か。「今」とは、時の流れの一点で 国としての日本は世界から義務として創造的成果
ありなが ら、その中に無限の過去と未来の全体 ・ が問われている。
永遠が包含されている。即ちあるのは只 「今」だ1995年11月 に日本の科学技術推進の為の科学
けであ り、過去、未来は只 「今」の中に摂在され 技術基本法も制定され、科学技術推i進のための経
ている。「今」の本質は何か。実はそれは 「空」な 済的問題は解決されつつある。
のである。「今」は矛盾相即的に前後際断されなが しかし、20世紀の科学推進の基本原理に拘泥 し
ら、反面、過去 ・未来とつながっている。非連続 ていては創造性はおろか、地球環境汚染と心の荒
であると同時に連続である。 廃に拍車をかけるのみに終わることは明白である。
20世紀は物質文明中心の時代であり、物質的豊21世 紀を幸せな世紀として生きぬく為の科学と
かさ、生活の利便性の追求を第一とする物質至上 して 「生命の尊厳を基盤 とした個の科学」を提言
一11
したい。20世紀の物理の中で最も進歩した素粒子 科学技術においては求めるべき目標が現実から
論も個の挙動が無視されている限り、現象論、実 遊離 したものをアテにしている限り、永久に心が
体論であり、本質論に到 っていないといわれてい 満たされることがなく、心の充足はあ り得ない。
る。 従って探求目標は現実を基盤とした 「方向」 とし
生命には根源生命と生物生命があ り、前者は哲 て設定されるべきであ り、生命の尊厳を基盤 とし
学、宗教において、そ して後者は科学において扱 て 「方向」で示された問題の解決に向けて 「今 ・
われてきた。しか し本質は一つであり、そこに科 ここ」に徹する、如何なる困難、苦 しみを伴 って
学と哲学、宗教の対話が成 り立ち、心の時代とし も、それらは心の充足のための風光と して、絶対
ての21世紀の科学の役割も自ずから明らかにな 逃避せず、「今 ・ここ」を充足の場として生き、生
る。 命の尊厳を基盤と した創造的発想による問題解決
世界から経済大国の責任において、日本の科学 を果たすことである。それが根源生命系の場 に通
技術における創造性が強く求められているが、知 じており、同時に全ての真理に冥合 している。そ
的創造活動は根源生命の活動領域であることを認 の場においてのみ創造的閃きも 「自ずか ら」生ま
識すべきである。 れ、真の心の充足がある。現実から遊離 した遠く
創造的発想は根源生命系と存在系の2軸 の転換 の幸ぜをアテにしているのではなく、「今を大切に」
により生まれる。 今を徹底して生きること、それが真の幸せである。
2]世紀は心の時代であるといわれ、科学技術者 金研に残す言葉としては、まもなく心の時代と
も含め、文明社会の全ての人々の生活要求は物の しての21世紀を迎えるが、伝統に甘んずることな
充足から心の充足に代わ りつつある。科学者自身 く 「ホンダイズム」を基盤として、如何なる困難
が絶えず不満足な飢餓感と苦 しみで無目的に研究 をともなおうとも 「今を大切に」「今 ・ここ」に徹
を行なっていては、その成果は地球破壊と人類の し、日々是れ好日として研究に遙進されることで
破滅に繋がるだけである。 ある。
=創 造 の過 程=
問題設定(論 理的思考)→ 思考停止
く存在系一左脳思考〉
転換1
転換
閃き → 整理(論 理的思考)→ 完成
一く根源生命系=右 脳+全 体 思考〉一 く存在系一左脳思考〉
(超格思惟法;根源生命系による直感)
関連写真(裏 表紙):平 成元年附属材料試験炉利用施設20周年記念式典での挨拶(8年前)
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《ノ4ysオ∂y∂オf《M舟
HaoCHE/V練瀬♪
Intheea・lysummerlastyear,asavisiting9・・dspi・it.S・metimetherehaPP・nslively
prc～fe∬…ntheCOE(Center・fExcellence)discussi・nanda〃 ・fusalwayskeepasincere
pr・gram・fJapanMOIVBσSHO,1wasdesiret・heipeach・ther.Ofc・urse,forus,
h・n・rablyinvitedt・C・met・theln・titutef・revery・ne,th・g・eatesthelpsarefn・mP・・f.
MaterialsResearch,KawazoeGrou、P/br}io5・hiyukiKawazoehimselfand、A5・socia旋～
c・・perativeresearch・4加α 吻 πw痂'θ,aPr・fKa・ruO伽,Dκ 乃 加・yasuAi乃αrαw肋
9・・dsensewaspr・m・tedinmormind--itl・vasmanyresearchers・fthem.1findtheirnew
reallyan傭cableandpr・sper・配∫gr岬W妨viewp・'η'5・nmaterialsdesignandbr・ader
8・・4c加racter,whic〃肋4伽 酒訪4漉.scienttficinterest.Besideslsh・uld〃 蜘'加
1tseemsasasmall"UnitedNati・ns"・Manyhere,withallmyheart,threelady-secretaries,
scientistsandresearcherSC・mefr・mall・verMissEik・lgarashi,Hit・miYamadaand
thew・rldandw・rkt・gether・1neverプbrget,加 ん・}Tuda,thattheirserviceswithsmiling
・vertherelhaves・膨8・ ・4C・lleaguesfT・・m・ndgreatpatience・reunf・rg・ettable.槻'伽'
differentplaces,suchasPr・f.1(rzy5之∫qブtheirmanyhelpst・me,lcann・t〃teetwith
Parlinskifr・mP・land,Pr・f・MarcelSluiterS・mesucceSSS・pr・mpt!y.
!勿ηzUSA,Dr・KeivanEsfarl'aniノ=あo〃lIranandInourgro賜P,theco〃zputational/Cacilitie、∫,
mycompatriotsDr.Jin8-ZhiYuandDr,Zhi-thesupercomputerandseveralworkstations,
9iangLi・Afterward〃1・resch・larsノ・ined"s,脚ke・feature・f・urw・rk.Onecann・'
theyarePr・f・」ia-LinZhucamefr・mChina'Simagineh・wgreatcalculatingcapacityit
ginghuauniver吻 αη4脚yc・ 〃θα9鰯'ηC・ntainsin・n/nstitutewith・utpers・ 剛
FudanuniversityDnRoη8-Tan8FuandPrOfseein8.Everymornin80ηルlo刑da)与Iattend
Chang-2inWUandS・me・utstandingth・usualmeetingin・urgr・up ,Werep・rtnew
youngers-一一Mr・JianWufr・mginghuaresearchdevel・PS・neby・ne,・rweput・ur
university・R・di・nf・・mRussia,FarOjanfr・mheads'・gether'・diSCU∬new∫ 配わブect,
Iranand・thers・Allsci・ntistsandsch・larsarem・anwhileweexaminetheuse・f
treatedinaveo・kindandacceptableth・ughts即θrc・mputer.T・myg…tsurprisemy
わythegr・up・ltcreatesS・harm・nicC・ ・perat・r,Dr..Masahit・IS励ara,canwrite
circumstancesthatWθcanworktogetherinoutthe99-percentvectorizedprogram
陳 瀕 教授(中 国 上海 復旦大学)はCOE(卓 越 した研究拠点)事 業の外国人研究員(客 員教授)と して 『グリ
ー ン関数 法による量子 井戸 に対するAB効 果の理論的研究』のため 、本研究所川添研究室 に平成7年7月1日 か ら
平成8年8月31日 まで滞在 され た。
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succes、sful!Y,andduet・hispr・minen加・・k,itinthew・rld・1havet・say'A"h・n・r38・t・
guaranteestoaccomplishourcalculation加theInstituteandKawazoeGroup・Inthe」ρ傭
伽e.0ブa〃others,IshouldalSOappreciateyear,itismyluckyopportunitytoproceed
worthyhelpsfromDnHiroshiMizuseki,ハ4乱脚 πyacademicdiscussionswithsome
}"oukoAkiyamaandtheirothercolleagues'ηprofessorsfro〃Z励oratoriesinthisInstitute・
theMaterialSlnf・rmati・nScie刑ceGr・upAnditalS・createsam・de'・make膨
W伽weusethec・mputenlnourgr・up,・urintegratingthe・7yw泌5C'頗ficexperiments・
characterizedresearchisthecalcutati・肋yInanycase,itisverybeneficialt・myself/
FirstPrinのle5'〃zulationwhichcreatesaamdeeplytouchedby・Prof・Kawazoe'sattitude
researchwayfornewmaterialSdesignandtomanagethegroup・Healways/oinsUS加
phasediagra〃Z.BesideswealSOinvestigateevery/orum侃4expre∬eshis〃10st
S・mephysicaleffectSC・ncemedins・menewenthusiasticプbrsupp・伽8・U・W・ ・た乱
materialssuchasthequ・ntumd・ts・fmes・Ourgr・upcanc・nnectwiths・mefam・us
讐
尋噺,・ 凄 曜 ワ ン 、 ぐ ∫
'
引 璽 、 愚 ・.!/・ 審.潔,
`し 冒 ト'
奄 、 〆 ・・巨 下西'戸
ロ ぼ 　 ア
毎.一 、 、 戸
一塗 ・
f
PHOTO=VisittoOaraiFacilitywithmembersof
KawazoeLaboratory(2ndfromtheleft)
sc・picmaterials,c・nductingP・lymers.1tenterprises・HIT4CHLIBMand・ 伽r
・P(rersfir吻∫・meプbund・伽 ノbrMaterialS傭standingC・mpanieshaveexpre∬edtheir
Design,andalsocreatessomeapplications{～プ5〃'onginterestinourresearchfordeveloping
newmaterial乱Duetoabovementionedworks,newmaterialS.Upontheirsupports,itmakes
lW・uldliketOCO伽zent・η 伽 励 θW・rk・fourresearc加 ・面 ・befullofvividstreng'乃・
MaterialDesignhereisatthelea伽9、ρo副oπIMRhasagoodlibrarywhichcollectsvery
程'。:』妬.塙 尻 『".画論,、 濤 研 鷺,柳 、罪 ㌦・・一 械,"再.一'、 、 「 、一'.一 ㌧ 一 ・摂'・.・ … 「一 謂
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S吻fficientpublications:mono8raphs,mOjorbeautifulbeachesOゾ ルlatsushi〃za,the
joumals,andspecialproceedingson、physiCS.・nagnificentsceneryo.〃(yo'0,themodem
lenJ'oytheS()ftWare,CurrentContents.〃「itscientijiccitlyTsukubaandtheadvancedthree-
canわ θreplenishedbyCD・∫before1993,IMR'sdimensiona∬trafficρ プTokyo_However,the
CurrentContentsmの 必6comparedwiththe〃zostim、pre∬iveplaceisthelnstitute/br
cost!yFirstSearch.Moreover,1/bundthe〃aterialsResearchwhereeveryJapanese
D'3cMaterials5c'ε ηcθCitationlnde.π ノMiend'sheartisniceasaflowerofb!ossomin8
containedthedatafewnarrow!y.Justnow,anSakura,
ideaSU88・estsitselfto〃le.、ゲitcouldbeTohokuUniyer5・ め 房3yθ り7famOUSプ ～)rmost
reptacedわ)ノtheDiscS`ienceCitationIndex,α ブChineseintellectuals,becausewe〃-known
andbereplenishedわythedatabeforeasmoハescholarsL配XunandSUBugin8studiedthere.
aSPO∬ible,itsh・uldゐeaveryusefultoolS.AtFor〃ze,ithasmorefar-reachinghistorical
least,ldeemSO.significance,because〃iyresearchworkhad
∬ ∬ivedandworkedin5「endaimorethanαbeenabundanめ7fruitfuloverthere,∬tisthe
yearandlexperiencedtWOtimes・fSakura〃Z・stimportantplacein〃zyresearchlife.
blO∬oming.EventhOU8h,Ihave'ψJapan,IMR,TohokuUniversめ2tlshallj昭member
Icanvividlyrecatltheimpre∬ivescenes'theyOU/brever!
《〃yfθ$θ8foh∂ηbl〃頑θ ∂SしノSρSρosWOOオof∂ffθ〃OWW
Lianム1(李 煉,
1started〃zyoneyeartenureasJAPSI'dlike'Otakethisopportunめ7'Oexpre∬
postdoctoralfellowatprofe∬orSakurai'sLahmygratitudetowardpr(～fessorSakurai,the
at.Au8ust8,1995,workingontheρrq/ectstaffandstudentsρプtheSakuraiLabプbra〃
entitled"Structureげ6H-SicsuOface,initialthe乃4ρandsupportinlastyear.Particularly
oxidationof6H-SicSUIプ'ace,andmeta〃写'C1'dliketothankDnWatanabe/brhistimeand
5y訂θ〃1tt.Theresearchinthepastyearwaspatienceofhelpin8〃zerentanapartmentand
veryexcitingandproductive.1twasallthosesortofdaめ71ifethings,sinceldidn't
hig〃ightedわywinning'乃θ"E.W.Mu〃erspeakJapanese.Theonlypartwhich1プ 診ε'
Outstanding】loungScientistAward"α"乃θ43sorrywasveryslowi刑thepr()gre∬q〃eaming
rd」「ntemationalFieldEmi∬ionSymposiumat/apanese,though栩ytutor,Ms.Sawatried
ルloscow(・Photo),bツthepaρer"Structuresげhardtoteach〃le.1cameback'oσ∫after
the6H-5∫C5郡吻c65「'～ ノinishingmツJSPStenureinAu8・ust(ゾ19961
-15一
amn・ww・rkinginUniver吻 ρプC吻bmia・'わarrierseparating吻andsa〃zple.The
LosAngelesasresearchassociate.伽nelingcurrentdecaysexponentiallywith
thebarrie〔〃idth.Theposition()fthe吻in
Ourproposed・でlsearchpro.ノectwast・∫'助 hethreedimensわnsisaccuratelycontrolled
漉 θsurfacestructure6ゾthe6H-SiCasaわ 〃iezoelectricdrivers.Thetipisscannedin
functionofsuOfaceS〃'Cratio,withtheg・al・fthetWolateraldi〃・ens ・ns,whileafeedback
understan伽gthemechanism・.ブthegr・崩 げcircuitc・ 履 傭lyadl'uststhetipheightt・ん岬
SiCpolytype・3'Cαツstallizesineitheracubicthecurrentc・nstanLAc・nstantcurrentyields
・rahexag・nalf・rm,andexhibitsp・!ytypismli・ughlyac・履 ・ntheight,sothatthe吻pe・f
whichisderivedブr・配 頃 がerentstackingthesurfaceisreproducedbythepath・fthe
seguencesqプ5κ わ〃ayeralongthec!osest吻.Dueto読 θexponent'α〃ydependence(ゾ
packeddirect加.Thel・necubic,加C-btendethetunnelingcurrentt・thegapdistance,∬M
プ「・rm`ゾSiCisrefereedasδSiCwhereasthehasverticalres・傭 ・n・fbe'terthanO.1nm
numerouspolytype〔)fthehexagonalandandlateralres・lut加 げ ・fewtenthofn〃Z.
吻 〃めo-hedralformsarecollectivelyrefereedSinceitsinventionintheearly80s,∬ル1肋 ∫
asα 一Sic,amon8which4Hand6Haretheevolvedα5averyρowθ η勉1tool'ostudythe
mostcom〃lon.SiticoncarわideisawidebandsuOfacestru伽rea"乃θ 伽 履Clevel.There
ga、ρsemiconductor〃zaterialwithpotentialαrθノCourworldclaSS57ルfsinprofe∬or
applicationsプbrshortwavelengthOμ・-Sakurai'sLab,witheachdev・加9'・specific
e'ectronic,hightemperature,rα漉0加 ηapplications.
resistant,andhigh-powerelec〃-onicdevices.
Chemicalva、ρordeposition(cyD♪andSakuraiLabisoneofthe 、primaryresearch
molecutarbeamepitaxy(MBE,arethe励3inthe〃zaterialsresearch,"isranked
primaryro鷹 プ'orhomoepitaxialgrowth6ゾ12thinthehighlycitedauthorlis'inmaterials
SiC∴』lowever,thegrowthproce∬ofSiCプ彦〃π5science4配r'η81990-1994,勿theOctob召r
withpredesigned、ρolytypeshas)ノθ"obeis、 ∫配θ(ゾScienceWatchr610cム1-8`1995ノ♪.I
achievedinac・ntr・lledmanner.PreviOUSstillre〃霊6〃ibervividlywhatprofe∬・r5磁7α'
stndieshavesh・…thattheSUiYTaces伽c赫召3α'4∫o〃2θw伽lfirstarrivedinhis励.Hθ
・fthesubstrateplayedacriticatrole加疏 θsaidthatwea〃CO〃zeheretodofirstcl・ ∬
growthqプSiCpolyり!pe.1η'乃∫∫prρノect,weresearch,not/brparties,thoughwehadso
cαr漉4伽 αc・mprehensiレ8伽4yqプ 伽manypartiessomeofwhichlcann・teven
α'・micstructureofthe6H-SiCpolyり,pe,usingrememberthepurp・∫θ乱Justforrecord,let
3C伽珈8伽 刑θ伽8〃zicroscopy(∬ルθ.Themetny吻lists・ 〃ze・fthem:"theendofthe
basicideaof∬Misquites吻le.A吻rpyearparty'～"thenewyearwelcomeparty",
meta〃ipisbroughtcloseenough,ab傭1nm,"theHanamiparり・'～andthelistgoes・η.1"∫
t・thesamplesuij7acetha'elec'r・ncantunnelclearthatthepressureandexpectations'・
9媚 伽 吻 〃zechanicallythroughthevacuumworkin傭 励were痂8乃.F・ronepart,
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三'..」 」』t'i・=・、・ ・.・「.,tt・,""t?一・t・.^・.、tt.・,':・.t'》.'・ ヒ 、 ・'1+tT.!':/s・ 「 ℃'.,・t'.=ジ.tt.',・:,tt・'、,,.、.「 ゴ,..t.t,,べ ・ ゴ ーtt
profe5【sorSakuraiismasterofmotivatingadditiontotheJapane5咽eyersion,giソenthe
people.ItisalSOtruethatifpeoplefactthattherearemanyforeignresearchers
understandwheretheirinterestsaretheyworkworkin8intheinstitute.TheIMRlibraryis
harderandsmarter.Onething広 伽1α 〃1veryveryhandy,andtheserviceisofhighqua物7.
gratefulisthat.ρπ～fessorSakuraibacksuphisHowever,〃idnoticethattheairconditioner
expectationswiththeプ'reedom'odomyisoffafter5PルIandduringweekend.Since
re5・earchandprovidedthenecessaりymeanstomostofusworklaterafter5PMandinthe
achievetheresearchgoalS.weekendtOO,itisveryuncomfortable,
particularl)ノinthe5「ummerandwinter.∬twill
TheIMRsemi-annualSpringand、Fa"beverynicetoextendtheairconditioning
meetingisagoodopportunitytotheup-dateservicetoaftersPM,andincludingatleast
researchresultsofotherlabsintheinstitute.SaturdaytOO.
Thoughformypar41e吻jo),edthebeeratthe
partiesmorethanthepre5「entations,mainlyOverall,myexperienceinIMRwasverド
duetomypoorJapanese.〃W'〃bebetterto 、positive.lwishtovisitlMRin'加勉 鷹.
provideacopンoftheabstractinEn81ish,in
蕗
灘 酸 爆 垂講
1996年7月14日 ～19日 、 モ ス ク ワ で 開 催 さ れ た 国
際 フ ィ ー ル ド ・エ ミ ッ シ ョ ン 会 議 でE.W.Mueller
YoungScientist賞を 受 賞 し た 時 の 写 真(右 端)
Dr.LianLIobtainedhisPhD.fromPhysicsDepartmentofArizonaStateUniversity,Tempe,Az,USA,
workingforProfessorIg.TsongonSTM-relatedresearchonJulyl995andjoinedtoProfessorSakurai'sgroup,
IMRonAugust1995asaJSPSPost-DoctralFellow,
AftersuccessfUltenureofoneyearinIMR,heacceptedaseniorresearchfbllowpositionatUniversityof
California,LosAngelesinDepartmentofChemicalEngineering.
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研 究 会 報 告 … …"一}　 }　 月聖　 酬}一 ・一
ナノスケール磁性体のスピン相関伝導の物理と応用
代表者 宮崎照宣(東 北大学工学部 教授)
1.は じめ に 会 の まとめ であ った 「研究 の新 奇性 を明 確化 し、
表 記の研究会 が平成8年10月28日(月)、29文 部省 科学研究 費の重点領 域研究 申請への 足がか
日(火)の2日 間 にわた り、本金属 材料研究所講 りと したい」 とする ことを受 けて 、 これ をも くろ
堂(2号 館)に お いて開催 された 。これは昨年度 んで行われた。
同所 で開催さ れた 「巨大磁気 抵抗効 果研究の新展
開」 研究会(代 表者 、新庄輝 也、京大 化研)に 引2.研 究会報告(プ ログラム)
き続 き、 この 関連の 研究の重 要性か ら、2年 連続 以下 に示 す ように、23件 の研 究成果が報 告さ
して 同分野の 開催 とな った 。また 、昨年度の研究 れた。
10月28日(日)13:30～15:35
1.「強磁性/AI-oxide/強磁性 トンネル接合の磁気抵抗効果」 。手束展規、熊谷静似、宮崎照宣(東 北大工)
2.「Co/AI-AIO、/NlFe(/FeMn)接i合の強磁性iトンネル効果io佐 藤雅重、小林和雄(富 士通研究所)
3.「強磁性微小 トンネル接合列のクーロンプロッケイ ドと磁気抵抗」
o大野圭司、島田 宏、大塚洋一、小林俊一*(東大低温センター、*東大理)
4.「金属一非金属グラニュラ'一一ies造薄膜のスピン依存伝導」
。三谷誠司、大沼繁弘*、藤森啓安(東北大金研二、*電磁研)
5,「(Fe,Co)-RE-0系グラニュラー膜の トンネル型巨大磁気抵抗効果」
。小林伸聖、大沼繁弘、増本 健、三谷誠司*、藤森啓安*(電磁研、*東北大金研)
15:50～17:35
6,「Fe-Sio,グラニュラー膜の トンネル巨大磁気抵抗効果とホール効果」 。本多茂男、岡田敏希、縄手雅彦(広 島大工)
7.「Co-0,Co-A1・・O蒸着膜の磁気抵抗効果」o渡 部武紀、久保田均、寓崎照宣(東 北大工)
8,「クラスタービーム法で作製した磁性体膜のスピン相関伝導」
。隅山兼治、今野豊彦、若生公郎、鈴木謙爾(東北大金研)
9.「Co低濃度領域のAgCoグラニュラー薄膜の磁気伝導現象」 。喜多英治、柳原英人、風祭貴保(筑 波大物工)
10.「Cu-Coスパッタ合金の相分離とGMR」o菅 原貴彦、高梨弘毅、藤森啓安(東 北大金研)
10月29日(火)9=00～10=15
11.「微細加工基板上に作成した人工格子のMR効 果」 。小野輝男、新庄輝也(京 大化研)
12.「微細構造を持つ系の電子輸送;試 料のサイズと内部の非一様性」
。佐藤英行、小林義彦、宮 繁夫、宮崎拓也、青木勇二、山本英文*、中田正文*(都立大、*NEC)
13.「磁性体のナノリソグラフィーとメソスコピック磁気物性」 ○中谷 功(金 材技研)
10:30～11:45
14.「サブミクロン強磁性細線の極微細化と磁気抵抗」
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。大谷義近、深道和明、岡本 聡*、北上 修*、島田 寛*(東北大工、零東北大科研)
15.「GMR材料の微細修飾」o前 田篤志、久米 実(三 洋電機 ・ニューマテリアル研)
16.「Au(111)再配列表面上へのナノスケールCoドット配列の作製と磁性の観察」
。竹下弘人、鈴木義茂、片山利一*(JRCAT一 融合研、*電総研)
13:00～14:15
17.「アモルファススピンバルブにおけるスピン依存電子散乱」
o綱島 滋、神保睦子'、今田隆司、城田佳宏(名大、*大同工大)
18.「スピン偏極電子を光励起 したGaAs(110)上のFeクラスターのSTM観察」
O末岡和久、有澤幸恭、旭 良司*、多賀康訓*、早川和延*'、武笠幸一
(北大工、*豊田 ・中研、僻北大触媒センター)
19.「交換力顕微鏡EFMの第一原理計算」
中村浩次、0小口多美夫'、長谷川秀夫**、宋岡和久***、早川和延、武笠幸一***
(北大触媒センター、*広島大理、**東京学芸大教、***北大工)
14:30～16:10
20,「微小磁性体の量子輸送現象」o多 々良源、福山秀敏*(阪大理、*東大理)
21.「TMRの理論」 。伊藤博介、柴田彰則、熊崎隆夫、井上1頃一郎、前川禎通(名 大工)
22.「強磁性 トンネル接合における透過率」O岸 達也、猪俣浩一郎(東芝 ・基礎研)
23.「微小強磁性 トンネル接合のクーロンプロッケー ドと磁気抵抗増大」
。岩淵修一、棚本哲史*(東芝 ・基礎研、*東芝 ・材料デバイス研)
3.研 究報告の 内容、成果 その ターゲ ッ トもそれぞれ非 常 に明確 である。更
1998年 の金属人 工格子 の巨大磁 気抵抗 効果 に、理論 的報告 が全体で5件 あ り、 いずれもが実
の 発見以 降、 これ に関する研 究が内外 に於 いて活 験 と非 常に密接 に進 め られ てお り、近 い将来大 き
発 に行わ れてきた。昨 年度の 本研究会 では 、基礎 な成 果 に結 び つ くと予感 させ られ るもの であ る 。
的 研究で は大 きな進展 があ り、また応 用面の 研究 このよ うに、将来の 研究動 向が非 常 に明確 にな っ
が かな り実 用 に近づ きつつあ る感があ った。 その た点 が本研究会の大 きな成果である。
後 の動 向 と して、実用 的研究 はス ピンバルブ を利
用 した再生用 磁気ヘ ッ ドの研究 が、各企 業 に於 い4.ま とめ に代えて
て水面 下で非 常な勢 いで進み 、 これ に関する講演 本研究会 への 出席者 が昨年度 の80名 か ら120
は 、研究会等 ではあ ま り顔 を 出さな くな った 。こ 名 に増加 し、 しか も2日 間 にわた り活発な討 論が
れ に代わ り、本研究会 では講演 題 目か らも解 るよ 行 われた ことは、本研究 会は大成 功であ った とい
うに、1)ト ンネル 磁気抵抗効 果 に関 するもの10え る。 また 、本研 究会 を開催する に当た り、当初
件(う ち2件 は クー ロンプ ロ ッケイ ド)、2)磁性 考 えていた文部省 科学研究 費の重点領 域研究 申請
体 の微細 加 工に 関する もの(う ち1件 はMQT)、 につい ては 、研究 課題 「微小 領域 の磁 性 と伝導」
3)巨 視的量子 トンネル(MQT)に 関す るもの2(代 表、新庄輝也、京大化研)を 平成9年 度 よ りス
件、4)そ の他6件 と トンネル と微細加工 に関する ター トできる運 びとな ってお り、その 目的 は十分
講演が非 常 に増 えてきた 。即ち 、従 来の金 属人工 に達成 され、本研 究会の果 た した役割 、意義 は非
格子の物性 及 び実用 的研究 か ら、次 を意識 した基 常 に大きい。
礎的 研究 が多 くな った こ とが読み とれる 。 また 、
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ヘテロ ・複合系の結晶成長
代表者 佐藤 清隆(広 島大学生物生産学部 教授)
1.は じめに を集めているが、そこに含まれる素過程は、従来
表記の研究会は、平成8年10月29Ei(火)の 均質 ・一様系における概念では十分把握できな
および30日(水)、金属材料研究所視聴覚室にお いことが明らかとなっている。そこで本研究会で
いて開催 された。従来の結晶成長 は、融液 ・溶 は、多成分 ・非相溶系などに代表される複雑系 ・
液 ・気相のいずれにおいても、均質で単純な系か 不均質な系を 「ヘテロ ・複合系」としてとらえて、
らの単結晶育成が主題であ り、その分野の研究成 そこにおける結晶成長に関する新 しい考え方や研
果は近著の 「結晶成長八ン ドブック」(共立出版、 究課題 に関 して意見を交換 し、今後の研究方向を
1995年)に集約されている。そのうえで、これ 見いだそうとして開催された。なお、本研究課題
か らの研究の進むべき方向の一つとして、複雑な では結晶成長の基礎的な分野だけでなく、実用的
系の結晶成長が提唱されている。たとえば、非相 な応用分野やこれまで交流の乏 しかった生物科学
溶的な多成分からなる溶質の同時結晶化、ベシク との接点を広げることを意図した。
ルやミセルなどの微小空間内における微粒子形成、
さらには気液界面に誘起される核形成などが注目2,研 究会報告(プ ログラム)
1.生体類似環境下におけるアパタイト結晶の成長機構 小沼一雄(物質工研)
2,アスパラギン酸の晶癖に及ぼす不純物の影響 川喜田哲哉(味の素(株))
3.Lysozyme結晶成長界面のその場観察 中田俊隆(東北大金研)
4.真空蒸着膜を利用した溶液からのヘテロ成長 佐藤清隆(広大生物生産)
5.高分子/脂肪酸分散系記録媒体中での脂肪酸の結晶化と熱可逆性記録 飯島正徳(東京医科大)
6.鎖状分子/発色団分子複合系の結晶化とサーモクロミズム 筒井恭治(リコー(株))
7.ロイコ染料系リライタブルマーキング媒体 内藤勝之(東芝(株)
8.結晶成長の自己組織化と不均一核生成 西岡一水(徳島大工)
9.脱窒素生物膜内におけるリン酸力ルシウムの生成 平沢 泉(早大理工)
10.細菌による菌体内マグネタイ ト超微粒子 脂質膜複合体の形成 松永 是(東京農工大工)
11.高等植物の葉に見られる鐘乳体一細胞内で形成されるアモルファスな炭酸力ルシウム穎粒 岡崎恵視(東京学芸大)
12.酢酸ナ トリウム3水和物濃厚水溶液での結晶成長 大鉢 忠(同志社大工)
13.グラファイトとMgO基板上への分子性薄膜の成長 丸山 稔(大阪市大理)
14,宇宙起源物質と超微粒子 ・薄膜ヘテロ ・複合系の結晶成長 培内千尋(立命館大理工)
3,成 果 均質な系には、従来の均質 ・一様系における概念
多成分 ・非相溶系などに代表される複雑系 ・不 では十分把握できない結晶成長の素過程が含まれ
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ると期待される。本研究会ではその描像を明らか における溶質のステップへの取込みが律速段階で
にするために、実験面では、蛋白質 ・アミノ酸 ・ あることを示 した。さらに、川喜田は、工業的に
リン酸力ルシウム ・炭酸力ルシウム ・細菌中のマ 重要なアミノ酸の晶析反応 において、リンゴ酸や
グネタイ ト結晶などの生体関連材料の結晶化、高 グリシンなどの残存アミノ酸が、不純物効果によ
分子 ・低分子複合体や薄膜表面における特定の界 り結晶の晶癖を変調する現象を、アスパラギン酸
面 に誘起された結晶核形成、濃厚水溶液における を例にあげて示 した。この残存アミノ酸は、現在
核形成、有機 ・無機物質の微粒子薄膜の形成過程 のアミノ酸生成がバイオ技術を用いて酵素的に行
が報告され、理論面か らは自己組織化と不均一核 われているために不可避的に生 じるが、それがア
形成などの話題が提供された。 スパラギン酸のα結晶の晶癖を変調 し、晶析効率
生体関連材料の結晶化現象は、生体中における を低下させることを示 した。また、平沢は、水環
結晶化とアミノ酸や蛋白質などの生体を構成する 境浄化のための水中のリン濃度の低減化の一つの
物質の結晶化とに大別される。とくに前者は、結 手法である、生物膜を利用 したリン酸力ルシウム
晶化が生体反応場で起きているため、ヘテロ ・複 の結晶化プロセスを報告 した。そのポイン トは、
合系の結晶成長の典型といえよう。小沼は、骨や バクテリアが水酸イオンを体外に放出 し、リン酸
歯の主成分結晶であるアパタイ トの核形成過程に カルシウムの溶解度を局所的に低下させて結晶化
おける分子会合を同定するために、生体類似環境 を誘導するというものである。このように、生体
下におけるアパタイ トの結晶成長のAFM「 その 関連物質の結晶成長では、溶液成長における核形
場」観察と高分解能動的光散乱法を用いて、リン 成と不純物効果の解明がキーポイン トとなること
酸力ルシウムのクラスターがアパタイ ト結晶の成 が示された。
長単元であることを導いた。また、遺伝子 レベル 低分子と高分子の複合体中の低分子材料の結晶
の解析が行われている磁性細菌中のマグネタイ ト 化の調節は、現在ホッ トな競争の渦中にある、書
の結晶成長について、松永は、バクテリア細胞中 換可能な表示素子の材料開発の基本課題である。
の内胞が結晶成長の反応場であることと、細胞外 筒井は、発色性の表示素子材料化を可能にする鎖
か ら、輸送蛋白質により、2価 鉄イオンの供給が 状分子と発色団分子の複合体の結晶化 ・アモルフ
行われていることを示唆する報告を行った。また、 アス化の調節機構を論 じ、内藤は、そのような材
岡崎は、高等植物の葉の表面の細胞内の鐘乳体中 料に固有の化学的性質と、そのための材料開発の
のアモルファスな炭酸力ルシウム穎粒について報 指針をしめした。一方、飯島は、白濁 ・透明方式
告 した。この炭酸力ルシウムは、鐘乳体中では非 による書換可能な表示素子における核形成機構を
晶質であるが、それを抽出 して水溶液に浸す と、 論じた。高分子中に埋め込まれたマイクロスフィ
たちまち方解石に結晶化する。岡崎はこの現象に ア状の低分子結晶が、融液か らの冷却で、バルク
対 して、高濃度の炭酸力ルシウムがアモルファス に比較 して極めて大きい過冷却となる。このため、
として鐘乳体中に貯蔵されるために、細胞のpH調 マイクロスフィア周囲のマ トリクス高分子の軟化
節が可能となるという生体機能的な理由付けを行 点より、マイクロスフィア中の低分子の核形成温
った。そのためには、炭酸力ルシウムが準安定な 度を低下させれば、結晶化による密度差に起因し
アモルファス状態に保持され、結晶核形成が阻害 た空隙によ り、光散乱が誘起され、白濁型の表示
されていなければならないが、その詳細なメ力二 記録が可能となる。飯島は、低分子物質として鎖
ズムは現在不明である。また、中田は、蛋白質結 状分子を用いて、核形成速度の低下が多形現象と
晶成長のAFM「 その場」観察により、成長界面 関連することを示 した。佐藤は、ファンデルワー
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ルス相互作用を主体 とする鎖状有機分子同士で、 がら、生体における低エネルギー ・高効率の材料
ホス ト分子の蒸着薄膜がゲス ト分子の溶液成長の 創成に触発されて発展 しているバイオクリスタリ
ヘテロ核形成を著 しく誘起すること、さらにその ゼーシ ョンなどは、典型的なヘテロ ・複合系の結
誘起効果は分子鎖長、分子配向、結晶多形に敏感 晶成長である。そこに含まれる結晶成長の新 しい
に依存することを報告 した。大鉢は、蓄熱材とし 研究課題として、クラスター形成,基 板に誘起さ
て利用されている酢酸ナ トリウム3水 和物の電気 れる不均一核生成機構の分子論、有機分子 ・無機
核形成について、微小重力の効果を含めて報告 し 分子間のヘテロエ ピタキシー、高分子 ・低分子複
た。特に微小重力環境下では、溶液の揺 らぎが抑 合系における分子間相互作用と核形成、成長界面
えられるために、電極近傍の複数箇所からの同時 における不純物と溶質の相互作用のダイナミクス
核形成が誘起されることを示 した。また、丸山は、 などがあげられる。本研究会では、限られた報告
ファンデルワールスカによる固体表面上への物理 ではあ ったが、これらの研究課題の重要性と今後
吸着の初期過程を、結晶成長の観点で報告 した。 の詳細な研究の必要性が実例で示された。
グラファイ トとMgO表 面への重水素化したメタ このように、本研究会は、複雑な系における結
ン分子 の吸 着で は、エ ピタキ シ ャル 的な層 状 晶成長の諸問題を多角的に取り上げたものとして、
(layer-by-layer)成長が、重水素分子の吸着では、 多くの成果が得 られた。 しかしなが ら、発表分野
非エピタキシャル成長も含めた層状成長が観察さ が多岐にわた りすぎて討論が分散 しすぎた面もあ
れた。実験分野の報告の最後として、塙内は、新 る。今後は、例えば不均一核形成機構や、バイオ
しい超微粒子作成法である、微粒子と薄膜を用い クリスタリゼーションなどに焦点を絞 った り、一
たヘテロ界面反応による、金属化合物微粒子の生 方でヘテロ ・複合系 に固有の新しい実験的方法の
成プロセスについて報告 し、膜と微粒子の反応は、 開発、たとえば放射光利用X線 源、中性子線利用、
膜中の原子拡散で制御されることを示 した。この さまざまなマイクロフローブ法、赤外吸収法など
観察によ り、阻石中にのみ見 られるテ トラテーナ を駆使 した成長界面のダイナミクス解明などの方
イ ト相の形成過程が再現された。 法論について、集中的な研究会を行うことが期待
西岡は、capillarity近似に基づく核形成自由工 される。
ネルギー論により、不均一核形成速度を論 じた。
基板と媒質、基板と結晶、媒質と結晶の界面工ネ
ルギーの相対的な差異と、基板上のステップなど
の幾何学的な因子によって、核形成頻度と結晶核
の形状(島 状か平板状か)が 調節されること、し
たが って基板上の表面処理により、不均一核形成
による自己組織化が可能であ り、ナノメータース
ケールで設定された場所における選択的核形成実
験の理論的根拠を示 した。
4.まとめ
すでに述べたように、従来の結晶成長は、融
液 ・溶液 ・気相のいずれにおいても、均質で単純
な系からの単結晶育成が主題であった.し か しな 研究会での諜 風景
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スピネル型化合物の物性と新しい展開
代表者 望月和子(岡 山理科大学 ・理学部 教授)
開催期間:平 成8年11月7日(木)-11月8日(金)る 。また、このような多様な物性を系統的に理解
場所:東 北大学金属材料研究所 するためには電子状態に関する知見を得ることが
本多記念館3階 視聴覚室 必要不可欠である。最近、これらの物質について
連絡教官 東北大 ・金研 本河光博 第一原理バン ド計算が進み、微視的観点から多様
世話人 な物性を統一的に論 じる手がかりが明らかにな っ
岡山理大 ・理学部 望月 和子(代 表)て きた。
愛媛大学 ・工学部 宮谷 和雄 このような状況のもとで、本研究会では、実験、
大阪大学 ・基礎工 白井 正文 理論の両面でそれぞれに進め られている研究の成
室蘭工大 ・工学部 永田 正一 果を共通の場で発表することにより総合的な観点
から理解が進み、また研究上の情報交換が進むご
1,は じめに とを期 した。一講演当た りの時間を比較的長くと
スピネル型の化合物は、二種類の陽イオンサイ り、質問、コメン トにより活発な議論を展開する
トを種々の元素が占めることに由来 して多様な物 ことができた。今後、本研究会を契機として、ス
性を示 し、物性物理学上の重要な問題を提供 して ピネル型化合物の研究の新 しい局面が拓かれるこ
くれる豊かな物質群である。いくつかの実験 グ とを期待 したい。
ループによって詳細 に研究され、興味あるデータ プログラムおよび研究成果は以下のとお りであ
が蓄積 さ れつつ ある 。LiTi,O。、CuRh2S、 る。最後に、参加者のためにお世話をいただいた
CuRh,Se.の超 伝導 、CuCo2S。の反強磁性 、 東北大学金属材料研究所の本河光博教授研究室の
Culr2S,、Li(Mg)V204の金 属一絶縁体 転移 、 皆様に世話人一同厚 くお礼を申し上げる。
CuV2S4のCDWおよび構造相転移等が日本のいく
つかの実験グループによって詳細に研究されてい2.研 究会報告
【プログラム】
11月7日(木)(13:00-18=00)座長:白井正文
(1)13:00-13:10はじめに 東北大金研 本河光博
(2)13110-13:35Spinel型Cu硫化物の反強磁性と超伝導性 愛媛大工 宮谷和雄、田中寿郎
(3)13=35-14:00(Cu、Co}.,)Co2S4(x=(⊃-1.0)の磁性と超伝導のNMRによる研究 神戸大理 和田信二
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(4)14:00-14:25Li、Mgi.,V204系の金属一絶縁体転移 筑 波大物理 系 小野 田雅重
(5>14:25-14:50スピネル型バナジウム酸化物の構造相転移と物性 東大物性研 上 田 寛
(6)14:50-15:15超伝導ス ピネル化合物CuRh2S4、CuRh2Se,のNMR北 大理 辻成悟 、古川裕次 、熊谷健一
一{木 憩(15:15-15:30)一
一
(7)15:30-15;55Cu1,Rh1.,S,とCuV2S4のNMR徳 島大工 大 野隆、岸本豊
(8)15:55-1620CuV、S4の構造相転 移と熱励起型磁性 のNMRに よる研究 神戸大理 和 田信二
(9)16:20-16:45ペロプスカイ トを電子相 関の舞台 と して利用する 都立大 理 汐崎郁代
(IO)16145-17=100pticalandmagneto-opticalspectraofCd(Cu)Cr2Se4
神戸大(客 員教 授)E.Kulatov(GeneralPhysicslnstitute,Moscow>
(11)17:10-18;00スピネル型化合物の電子状態の第一原理計算 阪大基礎工 白井正文、鈴木直
18:30-20:30懇 親会 … 強磁場超 伝導材料研究 センター3階 会議室
118-121A「==-AN友
(12>9:00-9:25CuRh2S,の超 伝導およびCulr、(S1..Se,)4の金属一絶縁体転移
室蘭工大 工 永 田正一 、萩埜貴継、加藤祥昭
(13)9:25-9:50NMRによる銅 ス ピネルCulr2(S1.,Se、)4の金属絶 縁体転移の研 究
北大理 辻成悟 、古川裕次、熊谷健一
(14)9:50-10:10カルコゲナイ ドス ピネル型化合物の磁気特性 東北学 院大工 鹿又武
10;10-10:15コメ ン ト 東北大金研 大橋正義
一 休憩(10;15-10:30)一
一
(15)lO:30-10:55高圧下 におけるCulr,S4の金属一絶縁体転移 熊本大工 巨海玄道 、加 賀山朋子
(16)10:55-11:20Cul「2Se,の電気伝導の圧力効果 科技庁金材技研 古 林孝夫 、唐捷、松本武彦
筑波大理工 小阪孝幸
(17)11:20-11;35CuV2S4の構造 相転移と協力Jahn-Teller効果 愛媛大工 田中寿郎 、宮谷和雄
(18)11=35-12:00スピネル型力ル コゲナイ ドCuM2×4の光電子分光と電子構造
東大理 藤森淳、松野丈夫、溝川貴司
(19)12:00-12:15まとめ 岡山理大理 望月和子
(注意)第8番 の講演 は11月8日 の 講演番号17番 の次 に移動 して実行 した。
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3.成 果 縁体転移が起こっていることがNMRの実験から示
スピネル構造のAサイ トをCuにして、Bサイ ト されて、抵抗率の異常との対応等が議論された。
が同族元素のCo、Rh、1「の場合、CuCo2S、はCu1「2Se4に関して、高圧下での電気抵抗率の詳細
ネール温度が18Kの反強磁性、CuRh2S、は転移 な実験結果の報告があった。圧力をかけると、構
温度が4.70Kの超伝導、Culr2S,は転移温度が 造相転移を伴わないまま、金属から絶縁体に転移
226Kの金属一絶縁体転移を示す。このように、た するという極めて興味深い性質が報告された。極
とえ同族元素に対 しても多様な相転移を示す系に 低温、高圧下での困難iな実験 にも拘わらず系統的
ついて、多方面か らの研究成果の発表があった。 で精密な結果であった。Culr2Se4も圧力効果が大
CuCo2S4のCuの原子価に関して、長い間、Cu1+き く、Culr,S,と同様、特異な性質を示している。
かCu2・かの判定を巡 って、論争があった。今回のCuV2S。 の実験結果についてはCDWおよび構造
研究会で価数をはっきりと決定できるようにとの 相転移に基づく解析の報告があった。磁化率の低
望月からの指摘があったが、NMRの実験の解析で 温での増大を不純物効果と考えるか、intrinsicな
は、CuCo2S4の弱い磁性はGu2+のcharacterをも ものと考えるのか未だ統一見解には至っていない。
つholeが担っているとの報告があり、依然として 単結晶で測定するなど、試料の質を向上 して、よ
結論を出すには至らなかった。しか し、CuCo2S4り 精密な実験が期待される。
の超伝導と反強磁性との共存がほんとうに実現 しCuCr2S.のCuは 、GoodenoughがCu2・を主張
ているのか、また、longrangeの反強磁性秩序で し、Lotgeringのグル ープはCui+を主張 し合って
は無い可能性もあ り、多くの疑問が残 り、今後の 長年論争された物質 である。多 くの実験結果は
研究の進展が待たれる。CuRh,S.の超伝導特性のCu1・ を支持 していたが、決め手を欠いていたため、
詳細な実験結果およびCu、RhのNMRの結果の報 いつもGoodenoughの反論が続いていた。今回、
告がなされた。Coherencepeakも観測 され、 藤森らの光電子分光の実験でCu1+の実験結果が示
BCS理論で良 く説 明され る超伝 導体で ある 。 されて論争にあっさりと決着がついたことは特筆
Culr2S4に関 してはNMR、光電子分光、高圧下の される。汐崎からは、ぺロブスカイ ト型の新物質
実験等の多方面から多 くの興味あるデータが蓄積 の合成の報告と、Te.Mo,。062の非線形伝導の実
され、それらの実験結果の報告があった。Cul「2S,験 報告がなされた。イオン伝導性を検証する実験
ではCu1+の状態であることが光電子分光の結果か の必要性が指摘された。
ら示された。XPS、BISスペク トルの実験結果が スピネル型バナジウム酸化物の構造相転移およ
白井グループの理論の結果と比較 して明瞭に示さ び金属一絶縁体転移に関する物性について、過去の
れたことは大きな進歩である。Culr,(S,..Se.)4の研究の整理および最新の実験結果の報告がなされ
温度対濃度の相 図に関 して、磁化率、抵抗率 、 た。Li(Mg)V204の金属一絶縁体転移、ZnV,O,の
NMRの実験結果の報告がなされた。Seの置換に 構造相転移と反強磁性転移との関連性について議
よっても、局在モーメン トが出現 しない系である 論された。ZnV,04でLi原子による置換効果によ
ことが特徴である。また、立方晶のままで金属絶 りスピングラス相が出現することについて最新の
25
実験報告がなされた。 物性測定が重要であること、またス ピネル型化合
Kulatovからはスピン ・軌道相互作用を取 り入 物全体について、原子の位置のA、Bサイ トの確認、
れたCd(Cu)Cr,Se4のmagneto-opticalspectraすなわちsitepreferenceの問題をいつも確i認し
およびSeに誘起される遍歴磁気モーメン トの符号 て実験を行う必要性が強調された。今後の重要な
や大きさ等の理論計算結果が示された。 実験として、CDWや超伝導はoptica」の実験の観
白井からは、フルポテンシャルLApw法を用い 測 にかかるのでoptjcs関連の実験や、格子振動の
た第一原理的な電子のエネルギーバン ド計算およ 情報を得るために中性子回折の実験が必要である
び交換 ・相関ポテンシャルに対する局所密度汎関 と指摘された。更に、carrierの符号や密度につい
数近似 に基づく電子状態の詳細な計算結果の報告 て情報を得るためホール効果の実験が望まれる。
がなされた。陽イオンを種々の元素に変えた場合 理論的には、フルポテンシャルLAPW法による第
に電子状態がどのように変化するか系統的な結果 一原理的な電子状態の計算ができるようになった。
が示されて、大変 に具体的でかつ明快であ った。photoemissionの実験と理論計算との比較が可能
CuM2S4(M=Co,Rh,lr)について、理論的な結論 にな った。更に、spin-orbit相互作用を取 り入れ
として、Aサイ トのCu原子はCu1+の非磁性的であ た計算の詳細も報告されるように進歩 した。混晶
ること、Fermi面近傍は、Bサイ トのdε 軌道と 系 の 理 論 的 扱 い は 困 難 が 予 想 さ れ る が 、
硫黄原子の3p軌 道から成る混成バ ン ドであるこrecursion法などの進展が期待される。スピネル
とが重要な結論として示さ『れた。Cul「2S4の金属一 系の物質はHigh-T。超伝導体ほどではな くとも電
絶縁体転移の機構解明には電子相関の効果を取 り 子相関を考慮する必要性があると指摘された。実
入れる必要性が示唆された。宮崎により、Co3S、 験、理論の研究を通 じてCul「2S4の金属一絶縁体転
の電子状態の計算結果および西原のNMRの実験と 移の機構解明や、スピネル型化合物の磁性や伝導
の比較も行われた。理論的には、どち らかという に関する物性の統一的理解の近いことが切望され
とAサイ トが磁気モ ーメン トを持ち易いと報告さ る。
れた。(文 責 室蘭工大 永田正一)
鹿又により、多くのスピネル型化合物の分類と
磁気特性に関 して歴史的な研究の流れに基づ く総
合 報告 が あ って大 変 興味 深 いも の であ った 。
(Co,Cu)lr2S4の最新の電気抵抗率の実験結果の報
告もなされた。
4.ま とめ
研究会の最後に望月から、研究の進展に関する
重要な指摘とまとめがなされた。実験的には、単
結晶の育成の努力が必要で、単結晶による精密な
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環境とエネルギーに関連する新材料新技術
代表者 瀬尾眞浩(北 海道大学大学院工学研究科 教授)
1,はじめに 関連する耐環境材料とその評価技術など多様な報
地球温暖化およびオゾン層破壊を来たす有害ガ 告が行われた。
スの除去な らびに削減のための材料、本所で行わ
れている二酸化炭素 リサイクルのように環境保全2.研 究会の経過
とエネルギー供給を同時に実現する材料、種々の 本研究会は平成8年11月11日(月)、12日
物質の リサイクル、さらには既存の材料の保全の(火)の 両日、金研2号館講堂において開催された
試みなど、環境 とエネルギーに関連する材料研究 が、マサチューセ ッツ工科大学のLatanision教授
は様々な観点から行われている。本研究会は、こ による特別講演をはじめ、多数の講演と100名を
れに関連した研究の現況を紹介 し合い、理解を深 こえる参加者による活発な質疑応答があり、盛会
めると共に、今後の研究の方向に関 して討議する であった。また、講演会に先立ち、本研究会のテ
ことを目的にしたものであり、二酸化炭素のリサ ーマである 「環境とエネルギーに関連する新材料
イクル、二酸化炭素の電解還元とそのための光工 新技術」と密接な関連を持つ2号 館屋上の 「CO、
ネルギー変換、水素関連材料、窒素酸化物の分解、 リサイクル実証プラン ト」の見学が行われた。プ
環境保全に関連した発電および省工ネルギー材料、 ログラムは次の通りである。
11月11日(月)
グローバルCO、リサイクルのエネルギー収支とCO2排出削減量(東 北大金研)橋本功二
電着法により作製した海水電解用マンガンータングステン酸化物酸素発生電極(東 北大金研)泉屋宏一
二酸化炭素のメタン化反応特性に及ぼすアモルファスNi-Zr合金触媒の組成の影響(東 北大金研)山崎倫昭
ロジウム触媒による二酸化炭素の高速メタン化に及ぼす調製条件の影響
(鹿児島大工)森山統弘,高橋武重,甲斐敬美
触媒担持ハニカム上に析出させた炭素とNOの反応(東 北大反応研)折笠広典,PhjlippeChambrion,富田 彰
赤外線を選択的に放射吸収するモリブデン系薄膜の電解析出(北 大院工)金野英隆
有機物常温溶融塩からの機能性薄膜の電析(東 工大工)水流 徹,Md,R,Ali,野田和彦,西方 篤
特別講演:℃orrosionofMaterialsinSupercriticalWaterOxidationSystemsforChemicalWaste
Destruction"(MIT)R,M.Latanision
11月12日(火)
Cu電極によるCO2の電気化学的還元に及ぼす予備水素チャージの影響(秋 田大鉱山)原 基
水素発生領域におけるポリアニリン被覆電極の光電流特性(東 理大理)橘 孝二、加納哲也
電気NトPめっきによるチタンの耐摩耗性改善(神 戸製鋼材料研)中 山武典,加 藤淳,漆 原亘
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酸化物被覆鋼の腐食挙動(九 大工)林 安徳
石炭ガス化模擬雰囲気中での低合金鋼の腐食挙動に及ぼす試験温度および雰囲気圧力の影響
(日立日立研)森本忠興
MoSi2における加速酸化挙動とその機構(北 大院工)黒川一哉
IRAS-QCMその場同時測定による金属表面皮膜生成過程の解析
(北大院工)佐々木健,瀬尾眞浩,石川達雄
CCDを用いたリアルタイムエリプソメータの開発(東 北大工)窪田壮男,原 信義,杉本克久
ステンレス鋼表面酸化物層と水素透過挙動(日 立機械研)石川雄一
硫酸溶液中でのチタンのアノード酸化物皮膜一生成速度と皮膜の性質の関係(名 工大)大塚俊明
硫酸ナ トリウム水溶液中での鋭敏化304鋼の応力腐食割れの発生と進展
(阪大工)春名匠,張 勝寒,柴田俊夫
過酷環境下における合金の不働態皮膜構造と耐食性についての一考察(住 金総研)長野博夫
金属/水溶液界面の電荷および電位分布について(北 大院工)瀬尾眞浩
パネルディスカッション
パネリスト:(東理大理)橘 孝二,(日揮)山本勝美,(東理大理工)板垣昌幸
3,成 果 げるWを 添加 し、酸素発生効率が2A/dm2におい
最初に橋本功二(東 北大金研)に より、彼 らが て99.63%、10A/dm2においても99.40/oとい
提案 している 「グローバルCO2リサイクル計画」 う優れた特性を持つ電極を約16at%のWを含む
の概要と最近の計画検討進行状況が紹介された。Mn-W酸 化物電極により実現 した。さらにグロー
この計画によれば、砂漠で太陽電池発電を行い、 バルCO2リサイクル実現のためには、高価な白金
最寄 りの海岸まで送電し、その電気を使って海岸 族を用いず、鉄族のような廉価な材料から高活性
で海水電解により製造 したH,をエネルギー消費地 なCO2のメタン化触媒を作 り出す必要があるが、
から回収 したCO2と反応させ、CH4を製造 し、こ 山崎倫昭ら(東北大金研)は アモルファスNi-Zr合
れを液化 しエネルギー消費地へ輸送するとい う形 金を前駆体とする触媒がCO2のメタン化反応に高
での地球規模のCO、リサイクルが実現できるとい 活性である原因について検討 し、ZrO2担持Ni触媒
う壮大な計画であるが、エネルギー収支の検討の では担体であるZrO2の存在形態は単斜晶ZrO2と
結果、遠い中東との間でco2リサイクルを行 う場 なっているのに対 してアモルファス触媒ではNiの
合で も、CH。の価格 は現在のLNGの 価格 よ り 含有量が増加するにつれて正方晶ZrO2の存在比が
10%程度高 くなるだけで、100万キロワッ トの 大きくなる傾向を示すこと、正方晶ZrO2に担持さ
発電所で800/oCO2排出を削減できることが報告さ れたNiが高い活性を示すことを示唆し、さ らに高
れた。クローバルCO2リサイクルにおいては、海 活性な触媒発見の可能性を明 らかに した。また、
水電解によって大量の水素を生成する際に、塩素 高橋武重(鹿 児島大工)は 水素化活性に及ぼすア
を発生せずに酸素のみを発生する対極のアノー ド モルファスRh20Zr80合金の処理条件の影響につい
電極が必要となるが、泉屋宏一ら(東 北大金研)て 検討 し、その結果を通常の含浸法で調製 した□
はMn4・を容易に生 じるアノー ド電着法を用いて4ジ ウム触媒と比較し、アモルファスRh-Zr合金を
価のMn酸化物を作製し、これに酸素発生効率を上 出発原料として高活性高選択性で耐熱性を示すニ
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酸化炭素水素化用触媒を調製する ことが可能であ タリング法などの確立の必要があるというきわめ
るとの報告を行った。折笠広典ら(東北大反応研)て 興味深い内容であ った。今後 これ ら問題解決に
はディーゼル排ガス中のNO、とすすの効率的な除 あたって腐食科学の果たすべき役割の重要性を強
去のため、炭素 によるNOのN,への還元を利用す く印象づける講演であった。
る研究を報告 した。 原基ら(秋 田大鉱山)はCO2処理の一方法とし
金属表面に各種の機能性酸化物皮膜を形成する ての電気化学的還元を目的とした研究を行 ってお
研究の一環と して、金野英隆(北 大院工)は モリ リ、今 回はCu電 極を用 いた場合 のHCOOH、
ブデン酸塩の水溶液からカソー ド分極により密着C2H50H生 成に及ぼす水素チャージの影響をXPS
性の良い混合原子価モ リブデンオキシ水酸化物皮 による電極表面の分析や中間生成物の電極表面へ
膜を形成する条件、生成 した皮膜の組成、光学的 の吸着強さにより検討 した結果を報告 した。橘孝
特性および電気的特性を検討 し、放射率がlOμm二 ら(東理大理)は ポリアニリンはp型、Tio2はn
以上の長波長側ではgoo/.以上 となる遠赤外放射特 型半導体であることに着 目 し、ポ リアこ リン/
性を持つこと等の結果を報告 した。水流徹 ら(東Tjo2ve合 膜を電解重合により作製 し、その光電極
工大工)は 、有機物溶融塩からの電析法により機 特性を検討し報告 した。
能性薄 膜 をつ くる ことを試 みて お り、特 にn一 チタンは軽量かつ高強度で、さらに高耐食性を
butylpyridiniumchloride(BPC)と金属塩化物 備えており、各種の分野への適用が期待されてお
の混合塩を使用 したAl系合金やCo系合金の電析と り、たとえば自動車部材にチタンを適用すると、
その機構を検討するとともに、電析物の特性を調 車両軽量化やエンジンの高性能化などが達成され、
べ、パルス電析によるNi3Al単相の金属問化合物の 燃費向上、ひいては炭酸ガス排出の削減に寄与で
めっき層、高耐食性高温耐酸化性A1-Cr金属間化合 きるが、チタンが熱伝導率が低く、摩擦熱による
物の形成、多孔性アルミナ皮膜の孔にCoを充填 し 相手材との凝着が生 じやすく、耐磨耗性の改善が
た高密度磁気記録材料の可能性など興味ある多く 望まれている。中山武典ら(神 戸製鋼材料研)は
の結果を報告した。 この問題解決のため、膜厚制御性に優れた電気Nト
この後、Latanision教授により特別講演が行わPメ ッキに着 目し、チタンの弱点である耐磨耗性
れ、超臨界水は、無機塩を溶解ぜず、有機物や酸 の改善を検討 し、メ ッキ後の熱処理およびボー二
素などを10096溶解するため、化学廃棄物の完全 ング処理による一層の特性向上を見いだ した結果
酸化による処理法としてきわめて有望であること を報告 した。また、鋼の耐食性を向上させるため
の紹介があった。この方法による有機廃棄物の分 表面を耐食性酸化物皮膜で覆う方法があるが、林
解効率は99,9～99,990/oであ り、分解時間も 安徳(九 大工)は ドライプロセスによる被覆を試
O.5～7分と非常に短く、小規模から都市スケール み、特に二種類の酸化物の積層順序が不働態保持
までの実施が可能であり、燃焼に比較し低温での 電流および孔食電位に影響することを見いだ し、
分解であるためNOxの発生もなく、エネルギーの その機構について議論 した。ところで、高効率と
回収も可能であるという多くの利点を持ち、PCB、 優れた環境保全性により次世代石炭火力の主流に
化学兵器、ロケッ ト燃料、工業廃棄物、汚水処理 なると期待される石炭ガス化複合発電システムの
等々多くの応用が考えられる。しか し、この方法 プラン ト材料の課題の一つは熱回収ボイラー環境
の実用化にあたって、汚染水を高温高圧の超臨界 での伝熱管外面の腐食問題であるが、石炭ガス化
まで上げる過程は従来にない激 しい腐食性環境で ガスは多成分系混合ガス雰囲気であ り個々のガス
あ り、材料選定、耐食コーティング、その場モニ 成分やプロセス因子の腐食への作用、候補材料の
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腐食挙動あるいは加速腐食への移行など究明すべ 張勝寒ら(阪大工)はCCDカメラ付き低ひすみ速
き因子が多い。この問題に関し、森本忠興(日 立 度試験法を用いて、鋭敏化304鋼の粒界応力腐食
日立研)ら はこれまでの研究例の比較的少ない雰 割れを亀裂発生と進展とに区別して評価した結果
囲気圧力の腐食への影響に関する実験結果とその を報告 した。長野博夫(住 金総研)は 過酷環境下
熱力学的考察を行い発表 した。また、約1200Kで 合金に生成する不働態皮膜構造と耐食性 につい
以上の高温では極めて高い耐酸化性を示すけい化 て、熱力学的にCr,O,が安定に存在 し得ないよう
モ リブデンは770K程度の低温度域では比較的激 な過酷な環境下でもステンレス鋼が高耐食性を発
しい酸化(加 速酸化)が 起 こることが知 られてい 揮する条件と して不働態皮膜のバイポーラ性、コ
るが、黒川一哉(北 大院工)ら は加速酸化に最も ンポジ ット酸化物皮膜、多層膜、高純度皮膜など
強 く影響する因子はポロシティであり、組成や酸 の観点から議論を行い報告 した。最後に瀬尾眞浩
化温度の影響は比較小さいことなどを明かにし、(北 大院工)は 鉄金属/水 溶液界面の電荷および電
熱力学的考察とともに報告 した。 位分布について、零電荷電位、鉄不働態皮膜のフ
材料の耐食性はしば しばそれ自身の性質ではな ラッ トバン ド電位、不働態皮膜上の電解質アニオ
く、環境との相互作用によって表面 に生 じる皮膜 ンの置換吸着などを半導体理論的立場から考察を
の性質によって大きく左右されることが知 られて 行い報告 した。
いるが、金属表面に生成する初期皮膜を明らかに 最後のパネルディスカッションでは特にバネ リ
するにはその場測定が望ましい。佐々木健 ら(北 ス トから本研究会の意義と今後の継続の要望など
大院工)は 高感度反射吸収赤外分光法および水晶 が述べ られた。
振動子微量天秤法の同時使用により金属表面 に生
成する初期皮膜の解析を試み、その結果と問題点4,ま とめ
を報告 した。また、窪 田壮男 ら(東 北大工)は 本研究会は環境保全とエネルギー供給を同時に
時々刻々と変化する薄膜の膜厚と光学定数を瞬時 実現する材料、種々の物質の リサイクル、さらに
に解析できるCCDを用いた リアルタイムエリプソ は既存の材料の保全の試みなど、環境とエネルギ
メータを開発し、白金板上にMOCVDにより成長 一に関連 した研究の現況紹介と今後の研究の方向
させたZrO2薄膜の成長過程を明 らかにした。さら に関する討議が目的であったが、二 日間にわた り
に、石川雄一(日 立機械研)は ステンレス鋼表面 活発な議論が展開された。本研究会でのテーマ、
に各種の酸化処理により種々の状態の酸化皮膜層 「環境とエネルギーに関連する新材料新技術」は非
を生成させ、表面酸化物層と水素透過挙動との関 常に広い範囲にわたった研究が関わってお り、単
係を調べ、水素拡散率と拡散係数は酸化皮膜がFe一 の学会等ではとても議論 し尽くせない問題が多
に富む場合は膜厚に依存せず、Crに富む場合には い。環境問題およびエネルギー問題を解決するた
酸化層の厚さが10～20nmで極小 となること、 めには、広範囲の専門分野の研究者間の密接な協
ま た 水 素 拡 散 率 と 拡 散 係 数 は 酸 化 層 中 の 力が今後ますます必要 にな ってくると考えられ、
[Cr]/([Cr]+[Fe])比が大きくなると共 に減少する その意味で、本研究会の果たした役割は大きいと
ことを見いだ し報告 した。大塚俊明(名 工大)は 思われる。今後もこの種の研究会を継続 して開催
硫酸溶液中でのチタンのアノー ド酸化物皮膜の性 すべきことを強調して、まとめとする。
質が生成速度によって変化することをエ リプソメ(文 責:東 北大金研 浅見勝彦)
一ターを用いたその場測定 によ り明 らかにした。
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放電プラズマ焼結
代表者 平井 敏雄(本 研究所 教授)
1.はじめに ネルギーを調べた報告は未だに無い。しか しなが
放電プラズマ焼結装置の電気的な原理は放電力口 ら、焼結のメ力ニズムは不明であるにもかかわら
工機に基づいてお り、パルス状の直流を黒鉛型に ず、結果的には優れた焼結体が得 られることから、
流すために粉体粒子の周辺に放電プラズマが発生 最近では本装置は企業を中心に生産ラインに採用
し、粉体表面の不純物を除き焼結を促進 して純度 されるようにな り、また、都道府県の工業技術セ
の高い多結晶焼結体が合成できるとされている。 ンターはこの装置を導入 し、製造業の支援と新 し
本所では、1992年に本装置を設置 し、金属、セ い産業の育成を目指 している。このような状況に
ラミックスの焼結のみな らず、有機関係の材料合 おいて、プラズマの発生と焼結に対する効果を明
成等に使用 し、興味ある成果が得られているが、 らかにすることは急務であ り、本ワークシ ョップ
本装置の黒鉛内部における種々の現象には不明な 「放電プラズマ焼結」を全国規模で開催することは
点が多い。放電加工機では試料と電極との問にギ 大きな意義がある。
ヤップがあり高エネルギーの放電プラズマが発生
するが、放電プラズマ焼結装置では黒鉛型に電流2.研 究会報告
が流れ、型内部の粉体にはほとんど電気が流れな 本ワークシ ョップは、金属材料研究所の講堂に
い状態になっており、エネルギーの高い放電プラ おいて9月12日(木)と131ヨ(金)の 両日開
ズマが粉体の周囲に発生すると考えるには無理が 催された。参加者は延べ93人 、半数以上は民間
ある。このために、放電プラズマ焼結装置を用い 研究機関からであ った。そのプログラムは次のと
た研究において、プラズマの発生を確認 しそのエ おりである。
金研共同利用ワークショップ 「 放 電 プ ラ ズ マ 焼 結 」
平成8年9月12日(木)13:00～9月13日(金)15145
於;東北大学金属材料研究所講堂
一
13=00～13:10開会挨拶 平井敏雄(東北大学金属材料研究所)
13=10～13:30「放電プラズマ焼結のメ力ニズム」 鴇田正雄(住友石炭鉱業(株))
13=30～14:00「放電焼結プロセスと二、三の応用例」 柳沢 平(代 ・松木一弘)(広島大学工学部)
14=00～14:30「焼結温度の測定とその推定」 鷲見新一(東北工業技術研究所)
14=30～14:50「放電プラズマ焼結したβ一FeSi2の微細構造と熱電特性」 一ノ瀬 昇(早稲田大学理工学部)
14=50～15:00(休憩)
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15:00～15:30「放電焼結加工の新たな展開 一 インテリジェント焼結による先端材料設計を目指して 一 」
木村 博(防衛大学校機械工学教室)
15;30～15150「SPSによる多孔体の作製」 石崎幸三(長 岡技術科学大学機械系)
15:50～16:10「SPS-Ti合金の耐食性」 女川 淳(東 北学院大学工学部)
16;10～16:25「放電プラズマ焼結機による不溶性モノアルキルポリシランの可溶化」
劉 洪涛(東北大学金属材料研究所)
16:25～16:45「放電プラズマ焼結における通電特性」 三宅正司(代 ・釜井正善)(大阪大学溶接i科学研究所)
-
9130～10:00「SparkPlasmaSinteringforBulkFormationfromMechanicallyReactedPowder」
M.SherifEl-Eskandarany(東北大学金属材料研究所)
10:00～10:30「放電プラズマ焼結(SPS)法の超微粒超硬及び超硬系傾斜機能材料 への応用」
明石 保(住友石炭鉱業(株))
10:30～11=00「高硬度超硬合金の製品化」 鈴木清二(相 楽工業(株))
11;00～11:30「放電プラズマ焼結法による大型 ・複雑形状焼結体の作製について」
斎藤雅弘(宮城県工業技術センター)
11:30～11150「放電プラズマ焼結法を用いた窒化ケイ素の合成とその評価」 橋田俊之(東 北大学工学部)
11:50～13:00(昼 休み)
13:00～13:20「放電プラズマ焼結装置を用いた微細結晶粒アルミナバルク材の作製」
村山宣光(名古工業技術研究所)
13:20～13二40炭 化ケイ素及びアルミナウィスカー/ジルコニア系複合体の緻密化と機械的性質に対する
放電プラズマ焼結の効果」 玉利信幸(大 阪工業技術研究所)
13:40～14:10「高セラミックス含有金属複合材料焼結体の作成」 阿佐部和孝(住 友金属工業(株))
14:10～14:30「放電プラズマ焼結機による材料開発」 大森 守(東 北大学金属材料研究所)
14:30～14;40(休 憩)
14:40～15:00「放電プラズマ焼結法によるSiGe熱電素子の作成」 高橋一寿(真 空冶金(株))
15:00～15:15「放電プラズマ焼結法で作製 したBaTi40g焼成体の誘電特性」
増本 博(東北大学金属材料研究所)
15;15～15:45「放電プラズマ焼結法により作製 したバルク状ナノ結晶Fe-M-B(M=Zr,Nb,Nd.Pr)合金の
構造と磁気特性」 水嶋隆失(ア ルプス電気(株))
15:45～15:50閉 会挨拶 平井敏雄(東 北大学金属材料研究所)
3.成果 の 一つであ る住友 石炭鉱 業の鴇 田で、放 電プ ラズ
本 ワークシ ョップの プログ ラムの構成 は、始 め マ焼結のメ 力ニズム とこの方法の 応用 につ いて詳
に放電 プラズ マ焼 結の機構 に関す るもの を中心 と しく述べた。さ らにAl棒(3-5mmφ)を黒鉛型 に詰
し、その 後に各論 的な材料 合成 について議論 で き め 、型 に窓 をつ けて焼結 中の 内部 を観 察 し、Al棒
るように した 。 の 間で 目に見え る放電 プラズマの発 生を確認 して
初めの 発表者 は放 電 プラズマ焼結 機の メー カー い る。 しか し、粉 体の試 料での確認 はで きて いな
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いようで、今後の課題として粉体試料での放電プ ジェン ト焼結法として、ナノ構造材料やアモルフ
ラズマの確認とそのエネルギーの推定とが残され アス合金の作製で重要な役割を果たすことを予想
ている。 している。
柳沢(代 理 ・松木)は 、平成6～7年の2年間に 石崎は多孔体が産業界 において砥石等の例が示
実施された広島県の 「焼結プロセス制御による高 すように重要な材料であることを述べ、放電プラ
機能新素材の開発」プロジェク トの14の テーマ ズマ焼結法で砥石を作製 して性能を評価 し、市販
の中から興味ある成果を報告 した。連続的なパル のガラスで固めたものに比べ研削速度は約2倍 と
ス通電の効果が大きいことを明らかに し、さらに なり、生産コス トの高いHIP法で作製 したものと
焼結速度の測定を行い、その方法を確立 している。 同様な結果 となることを報告 した。この焼結法で
通常の放電プラズマ焼結はバッチ式であ り生産性 はHIPと異な りネ ッキングが起きても粒界が残っ
は高くないので、生産性を上げるために黒鉛の口 てお り、従来の焼結機構とは異なっていることは
一ルを使い連続焼結圧延装置の試作を行い丁iAl薄 明かであるが、その理由は分からないとしている。
体を試作 した。また超硬合金の自己潤滑性をよく 女川は、Tiの耐食性を向上するためにPtやPdを
するため、MoS,の添加を行 っている。MoS,は高 接触あるいは添加する従来か ら知られている方法
温で昇華するため通常は焼結困難であるが、この と、放電プラズマ焼結法で作製 した粒子分散型合
焼結法では短時間焼結のため超硬合金と一緒に焼 金とを比較検討するため、定電位電解法によりこ
結が可能であ り、優れた自己潤滑性を有する材料 の合成 した合金の腐食特性を調べている。この焼
が得られている。 結法では従来法に比べ短時間で均一性の高い試料
鷲見は焼結中の黒鉛型表面と内部の粉体試料の を合成 でき 、アー ク溶 解法 で得 られ た試 料の
温度を測定 し、SUS304と黒鉛粉では低温から1/10程 度の添加量で同等の耐食改善効果のある
1000℃まで試料の方が表面よ り温度が高 く、 合金が作製できることを明らかにしている。
Al,03粉では低温では表面と試料 との温度が等 し 劉は炭素の少ないSi-c系材料を合成する目的
く1000℃近くになると試料の温度が高くなると で、モノアルキル トリクロロシランからポ リモノ
報告 している。高温でAl20,に電気伝導性がでる アルキルシランを合成したが、溶融ぜずまた有機
ために、Al,O,の方で温度が高 くなると推定 して 溶媒にもほとんど溶けず原料として使 うことがで
いる。 きなかった。 しか し、このポリマーを放電プラズ
ー ノ瀬は高温で熱電能の大きいFeSi,を放電プ マ焼結機で短時間処理すると、有機溶媒に可溶な
ラズマ焼結 し、その特性を測定 した。この系は資 ポリマーとすることができた。NMRその他でポリ
源的に豊富で耐酸化性に優れているため注目され マーの構造を調べ、側鎖アルキル基が主鎖になる
ている材料である。SiとFeの比で性能が変化 し、 構造変化が起こっていることを明らかにしている。
この焼結法で合成 したものでは少 しSiが多い側で 三宅(代 理 ・釜井)は 黒鉛型にAl20,粉を詰め、
熱電能が最大になる。MnとCoを添加 しp型とn型 中心の試料部分に熱電対 と電流測定用の白金電極
とを強めた場合でも同様である。他の方法で焼結 とを挿入 し、加圧 しながら温度を上げ、焼結の進
したものより性能は少 し良くなっている。 行に伴 う通電特性の温度変化を調べた。そ して
木村は放電プラズマ焼結の方法論について述べ、1000℃ 近傍で焼結が始まると同時に、急激に電
焼結の自由度から、放電プラズマ焼結はインテ リ 流が流れるようになると報告 している。この結果
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は鷲見の1000℃近傍でAl20,に電気が流れるよ なく、酸化増量も少ないことを明らかにした。
うになるとの予想を裏付けるものである。 村山はAI203を用いホッ トプ レス法と放電プラ
シェリフ エルーエスカンダラニィはメ力二力 ズマ焼結法の両方で焼結 し、放電プラズマ焼結法
ルアロイング法の還元反応で合成 したWC、 固相 ではホッ トプレス法と同じ遅い昇温速度と急速昇
反応で合成 したTic、固相一気相反応で合成 した 温との比較焼結を行った。遅い昇温速度の放電プ
TiNの微細粉末を用い、放電プラズマ焼結法で微 ラズマ焼結 によってもAl203はホッ トフレス法よ
細組織の焼結体合成 し、この焼結法が微細粉体を り早く緻密化され、この焼結法が緻密化と粒成長
そのまま微細組織の固体にできることを示し、メ の早い焼結法であることを示 した。
力二力ルアロイング 放ー電プラズマ焼結の組合せが 玉 利は放電プラズマ焼結法でSicの焼結 と、
材料合成に有効であることを示 した。ALO,とZrO2の 複合材料の作製を行った。この焼
明石は0.5μmのWC粉にCoを40/o以上添加 し、 結法によるSic緻密体はホッ トプレスに比べ粒径
放電プラズマ焼結法で微細組織の超硬合金を合成 が同じでも強度が35%大きく、かつ破壊靭性も高
し、他の方法で合成 した超硬合金と耐磨耗性を比 い。Al,O,-ZrO,nc合材料では、この焼結法で作製
較 した。そ して、この焼結法で合成 したものが耐 したものの強度は、ホ ッ トプ レス法の1.5倍であ
磨耗性に優れていることを証明した。さらに、耐 り、破壊靭性値も大きいことを示 した。
磨耗性超硬合金と溶接可能な超硬合金との傾斜化 阿佐部はAlとSicの複合材料を放電プラズマ焼
を試みている。 結法で作製 した。まずS℃ の粒径の影響を調べ、
鈴木は放電プラズマ焼結法で、従来合成できな ランダム充填密度の高い粒度分布が焼結 に有利で
かったCo無添加の超硬合金を合成 し、その硬度が あり、Alの粒度は小さい方が複合材料の均一性が
Co添加の超硬合金より5割ほど大きいことを示 し よいことを示 した。
た。粗粒のWCの みから合成 した多孔質超硬合金 大森は、放電プラズマ焼結法の特徴を述べ、市
は保油性、耐食性、耐磨耗性に優れ、ダイスとし 販の装置は放電プラズマのエネルギーが弱 く有機
たものでは3.5～12倍その寿命が長 くなっている 繊維表面のエ ッチングおよびイミ ド樹脂の固化が
ことを報告 した。 促進できる程度であることを示 した。無機、金属
斉藤iはsi3N、に5%のY203とAl20、とを添加 し、 に対 しては電圧を高くして放電プラズマのエネル
放電プラズマ焼結法で大型の直径10cmの円盤を ギーを高くする試みを行 っている。さらにこの焼
作製 し、その均一性を調べて場所によるばらつき 結法を利用 し傾斜機能材料の作製を行 っている。
がほとん どないことを示 した。さらに複雑形状の またこの方法を用いてマルテンサイ ト変態する無
作製例の一つとして真球の作製を試み、焼結密度 機化合物の合成を行っている。
95%では真球になることを示 し、1000/,近い密 高橋は放電プラズマ焼結法により熱電素子であ
度では少 し真球がらずれることを明 らかにした。 るSiGeの作製を行っている。その方法はp型 とn
橋田は放電プラズマ焼結法で、原料にSi3N,を 型との粉体を作り、それを黒鉛型に詰めp-nを同時
用いY203およびAl203の助剤添加量を少なくする に焼結 して一体化素子とするもので、大型の成形
ため、放電プラズマ焼結法を用い50MPaの加圧 素子も高性能で作ることが可能であることを報告
下で焼結体を作製 した。Y203については0.50/o、 した。
AI20,については20/oまで助剤添加量を少なくでき 増本は強誘電体であるBaTi40gをマイクロ波誘
た。そ してこの焼結体は1400℃まで強度減少が 電体材料として利用する目的で放電プラズマ焼結
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法で焼結体とした。この焼結法では黒鉛型を使用4,ま とめ
するため得られた試料に酸素欠陥が導入され色が 民間を中心に普及 している放電プラズマ焼結装
黒くな っている。空気中でアニール してから電気 置は性能の良い材料を作るのに有効とされている
物性を測定 した結果、比誘電率は32であり、Q値 が、その焼結機構には不明な点が多く、全国的な
は2500と文献より低いが、原料の熱処理方法を 研究会開催の必要性を多くの研究者が感 じていた。
変え、密度の高い焼結体とすれば特性も向上する 今回、本ワークショップの開催により放電プラズ
と期待できる。 マ焼結を用いている研究者が一堂に会 して、焼結
水嶋(代 理 ・吉田)は 単ロール液体急冷法で作 機構の解明に努力 したことは放電プラズマ焼結の
製 したFegOZr,B3とFe86Zr2Nd7B5のアモルファス 今後の展開に有益であり、金属材料研究所共同利
粉体を、放電プラズマ焼結法で焼結 し緻密なアモ 用研究の果た した役割はきわめて大きい。 しか し
ルファス状焼結体を得た。Fe86Zr2Nd7B5を923Kながら、本ワークシ ョップによって放電プラズマ
で熱処理 して20～30nmのナノ結晶組織 にする 焼結機構が明らかにされたとは言えず、未だに不
と良好 な 軟 磁気 特 性 を示 し、FegOZr7B3を 明な点が数多く残されたが、本ワークショップを
1073Kで熱処理 した粒径20～50nmナノ材料は 契機にして参加 した研究者が今後も連携 して研究
優れた硬磁気特性を示すことを報告 した。 および討論を進めていくことが期待される。
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ワークショップ 「放電プラズマ焼結」の討論風景
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メスバウアー分光による物性研究の新展開
代表者 山口 泰男(本 研究所教授)
1.は じめに 将来の新しい実験上、解析上の展開を検討するこ
固体内原子核の γ線無反跳共鳴吸収を観測する とを目的として開催した。
メスバウアー分光は、固体物性を微視的な手法で
評価する有力な研究手段と して国内外を問わず広2.ワ ークショップ報告
く用いられている。とくに近年は、多様な新素材 上記ワークシ ョップは、平成8年10月24、
の発見、開発に伴い、実験方法のみな らず解析手25日 の両日にわたり東北大学金属材料研究所2
法も多彩になってきている。 号館5階 セミナー室において開催された。 学外
本ワー クショップは、様々な固体材料物性の研23名 、学内17名 の参加者で、以下の様なプロ
究分野でメスバウアー分光を用いている研究者が グラムに従 って進められた。
集い、それぞれの研究手法と成果について討論し、
10月24日(木)
(座長 武蔵工大 自然科学系 物理 鳥山 保)
1.開会挨拶 東北大 金研 山口 泰男
2.NiAs型FeS、Fe7S,化合物における高圧下メスバウアー分光 東北大 理 物理 小林 寿夫
3,異方的なスピンゆらぎとメスバウアー分光 お茶の水女子大 理 物理 田中 翠
4."9mSnメスバウアー分光で見たRKKYスピングラス 静岡理工科大 物質科学 中井 裕
5,メスバウアー分光によるFeRh系合金の磁気相転移の研究 電総研 湯浅 新治
6.Dy化合物の磁性研究へのi6]Dyメスバウアー分光の応用 東北大 金研 小野寺 秀也
(座長 お茶の水女子大 理 物理 田中翠)
7,Moessbauer分光による化合物サイト優先置換の解析 愛媛大理 物理 神森 達雄
8,fccFe-Pt-Ru合金の原子容とスピン状態 東北学院大 工 応物 小野 一之
9.単一共鳴線をもつFeAl合金薄膜の試作 武蔵工大 自然科学系 物理 鳥山 保
10.非平衡Eu-Fe合金の構造、磁性とメスバウアー効果 東北大 金研 今野 豊彦
11.放射光によるメスバウアー分光 阪大 基礎工 物性物理工 那須 三郎
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10月25日(金)
(座長 阪大 基礎工 物性物理工 那須 三郎)
12.CEMSのための高温用および低温用比例計数管 京大 放射性同位元素総合センター 五十棲 泰人
13.Fe-Pt合金薄膜の転換電子メスバウアー効果 東北学院大 工 応物 井出 洋介
14,57Feおよび119Snメスバウアープローブによる磁性/非磁性金属人工格子中の非磁性層の磁性
京大 化研 細糸 信好
15.イオン注入によってサファイア中に形成された鉄微粒子の磁性 滋賀医大 物理 小林 隆幸
(座長 東北大 金研 小野寺 秀也)
16.(Fe-Ni)g。Zr1。非晶質合金のメスバウアー効果と磁気的均一1生 愛媛大 理 物理 丹下 初夫
17,Langbeinite型結晶のメスバウアースペク トルの熱履歴 東北大 工 応物 疋田 朋幸
18,鉄窒化物の57Feメスバウアー分光 阪大 基礎工 物性物理工 樋野村 徹
19.異方性競合系Fe、Ni,.,Ci,中のFe2+の電子状態 お茶の水女子大 理 物理 玉置 豊美
3.成果 また 、LuFeMgO4では近接Fe-Fe間の相互 作用が
講 演 は多 岐の 固体材 料分野 わた り、メスバ ウア 強いfrustrationを生むがMgは その効果 を抑 える
一 分光 に限 られ ている とはいえ実験手 法も解析 法 ことも明 らかに した。
も多様 で、対象の物 性 と研究手 法の両面 か ら活 発 中井 は、i19Snのスペ ク トル か ら解析 した内部
に討論 がなされ た。 磁場分布 を基 に、Au(Fe)、Au(Mn)、Ag(Mn)は
小 林(寿)は、FeSとFe7S8の高圧下のメスバ ウア 内部磁 場が安定分 布 を示 す典型的 なス ピングラス
ー分光 を行い、圧力誘 起相変 態を明 らか にす る と であ るのに対 し、Au(Cr)とCu(Mn)は2種の 安定
とも に、それぞ れの相の電子状 態 を内部磁場 、ア 分布 が存在す る異な った ス ピングラス相が共存 す
イソマーシフ トから議論 した 。 る合金である ことを報告 した。
田中 は、三角格子上 の磁性 イオ ンの異常な挙動 湯浅 は、CsCl型(B2相)FeRhが冷 間圧 延によ っ
をメスバ ウアー効 果の測定 とその詳細 な解析 を通 て体心正方晶(bct)になる ことに注 目 し、RhをPt、
じて明 らか に した。YFeMnO4では磁気 転移温 度Ir、Pd等 で置換 し、安定なbct相を得 て、その 磁
近 くで広 い内部磁場 分布が観測 され るが低温 では 気相を詳 しく調べた。特 に注目されるのは、B2相
ほ とん ど分布 が見 られ な い事 実 か ら、 磁気 的 な で は400K付 近で反 強磁性か ら強磁性 へ一次転 移
frustratbnが三角格子面 内とそれ に垂直方向に向 が生 じ700Kで 常磁性 とな るもの が、bct相で は
く2種 類のFeモーメ ン トを生 じさせ 、それぞれは 同 じような磁気転 移の他 に反 強磁性か ら常磁性ヘ
モーメ ン ト方向 θの揺 らぎ、電子準位 間の揺 らぎ 直接一次 転移が生 じる組成 がある ことを見出 した
と して磁気的揺 らぎが生 じていることを見出 した。 ことである。
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小野寺は、国内唯一の161Dy核のメスバウアー分 成 し、その一部が非平衡合金として存在 している
光を中性子回折や強磁場磁化測定とともに希土類 ことをメスバウアー分光によって明らかにした。
化合物の磁性研究への応用をDyNic2とDy3Niを取 那須は、近年盛んにな りつつあるシンクロ トロ
リ上げて示 した。そこでは磁気構造、特に磁気モ ン放射光を用いたメスバウアー分光の日本の現状
一メン ト変調構造におけるDyの電子状態を明らか と実験の実際について報告 した。放射光メスバウ
に した うえ、四重極分裂から結晶場の符号と大き アー効果はcoherentな共鳴吸収としてquantum
さを見積もり、Dyモー メン トの方向も決定できるbeatを 観測する手法であるが得られる情報は通常
例を示した。 の分光法と変わ らず、beam径、強度の利点を生
神森は、永久磁石関連物質であるY2Fe1,一,Si.を かす物性研究が多くあることを示唆し、多 くの物
取り上げ、4サ イ トあるFeへのSiの優先置換をメ 性研究者の参加を呼び掛けた。
スバウアー分光で調べる方法を提案 し、中性子回 五十棲は、内部変換電子検出メスバ ウアー分光
折による方法との共用が有効であることを示 した。(CEMS)が 通常は室温で行われることが多いのに
小 野 は、Fe合金 中のFe磁 気 モー メ ン トが 対 して、物性研究にとって極低温から高温まで、
Wigner-Seitz半径(rws)に依存 してスピン0状態、 .あるいは磁場中での測定が必須であることから、
低スピン状態、高スピン状態と変わるという理論 それに使用できる様々な検出器を示 し、測定例と
的予測に基づき、fccFθ一Pt-Ru合金の組成によっ ともに実際の動作上の特1生などを詳述した。
てrwsを変え、臨界半径は理論と異なるものの、全 井出は、垂直磁化膜として有望なFe-Pt合金を
く同じようにFeの電子状態が変化することをメス 単結晶MgO(100)面上にepitaxial成長させ、そ
バウアー分光によって見出した。 の特性をメスバ ウアー分光で調べた。実際には合
鳥山の講演は、素粒子論への応用を目指 したき 金は粒状に成長 し、その粒径が小さいほど磁気異
わめて特異なものである。強い相互作用における 方性や保持力が大きいことを示 し、垂直磁化膜作
CP不変性の破れを解決するためにWeinbergと 製の指針を明らかにした。
Wilczekが提案 した仮想粒子である標準アクシオ 細糸は、Au/Co積層膜のAu層に119Snを1層分
ンは、メスバウアー準位の遷移に伴い γ線や内部 だけ界面からの距離を変えて導入 し、Co層からの
変換電子とともに10・5～10-7程度の放出確率があ 磁気分極の大きさを実験的に明らかにするという
るとされ、さらには同種原子核によって共鳴吸収 極めて精密な実験を報告 した。そこでは磁気分極
される とする予測がある。それを観測するには、 が大きいうえに、予想以上に遠くまで及ぶことも
超高感度のアバランシェカウンタとそれに用いる 明らかにした。
単一共鳴線をもつ含Fe試料が必要である。FeAIが 小林(隆)は、従来、イオン注入によってサファ
適切な吸収体と考え られているが、線幅の狭い理 イア中に導入されたFe原子のメスバウアー効果が
想的な吸収体と しては57Fe濃縮、完全な組成比、 複雑でFeが多様なサイ ト置換するという報告に対
欠陥の極めて少ない2000A程度の薄膜を作成す し、それが様々なサイズのFe微粒子によるもので
る必要があり、その進展状況を報告した。 あることを、イオンdoseを変えた多くの試料につ
今野は、非固溶のFe-Eu合金をスパ ッタ法で作 いて精密に解析して明らかにした。
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丹下は、Fe-Zr系非晶質合金に現れるリエン ト4.ま とめ
ラン トスピングラスがFeの電子状態の不均一性に 今回のワー クショップの内容は、国内における
よるものであることを、(Fe,Ni)g。Feloのメスバウ メスバウアー分光による物性研究の状況を良く反
アー分光から示 した。Zrg。Fe,。で見られる内部磁 映したものとなった。基礎磁性、応用磁性、金属
場の2重 分布の うち磁気モーメン トの小さいFeに 物性、人工格子、非晶質合金、強誘電体などの物
よるものはNi濃度の増加とともに少な くな り、そ 性研究にもっとも応用例の多いのは57Fe核による
れと共にスピングラス転移温度も減少 し、ある濃 ものであるが、その研究手法は成熟 し、深化 しつ
度でどちらも観測されなくなることを示 した。 つあるように思える。例えば、講演3、7、19な
疋田は、Langbeinite型化合物が、相転移点で どは実験手法そのものは通常のものであるが、精
誘電率の発散がないいわゆるfluctuationless強密な解析法を用いることで新 しく正確な知見を得
誘電体である理由を調べるためK,Fe2(SO4)のメス ることに成功 している。一方では、高圧、低温で
バウアー分光を行った。Feは2サイ トであるにも の内部変化電子検出法、シンクロ トロン放射光の
かかわらずスペク トルには2組 のdoubletの他に 利用など極端条件下での測定方法の開発とその実
broadな吸収が存在 し、 しかも温度履歴によって 現(講 演2、11、12、15)や、新規メスバウア
それらの割合が大きく複雑に変化することを見出 一核種の測定を通 じての対象物質の拡大(講 演6)
した。精密なX線 回折の結果 と比較 し、それが などの実験手法の進展もまた試み られている。ま
SO4中の0の 配位が空間的に分布 していることと た、現在さまざまな分野で新材料、新素材の開発
の相関を示唆した。 が盛んであるが、その物性評価法と しての安定的
樋野村は、新 しい化合物も含め、考え られ得る な役割も重要であることが示された(講 演5、8、
限りのFe-N化合物のメスバウアー効果を体系的に10、13、14、17)。
調べ上げ、Fe原子の磁性 に与えるN原子の影響を 研究対象分野は多岐にわたっていたが、物性そ
調べた。新 しい化合物NaCl型FeN。63はFe酸化物 のものへの関心と多様な実験手法への興味、さら
に近い大きな内部磁場を持つが、それを唯一の例 には解析手法の有用性の吟味など多面的な見地か
外としてN濃度ともに磁気転移点、磁気モーメン らそれぞれの講演毎に質問が続出し、予定時間を
トともに減少することが明らかになった。 大幅に超過する活発な討論がなされた。また、講
玉置は、1軸 異方性のFeC12と面内異方性を持 演時間外には238U、237Np、155Gd、i69TM等の核
つNiCl,の混晶での磁気異方性の競合をメスバウア 種のメスバウアー分光の計画や進展状況に関する
一分光で調べ、中性子回折よりも精細な磁気構造 情報交換も行われ、たいへん有意義であった。
モデルを提案した。そこでは、1軸 異方性のFeと 最後に、当初の予想に反 し、全国か ら多 くの参
面内異方性のFeのほかに中間状態のFeも現れ、 加者が集まり、用意した会場に入り切れず、参加
Ni濃度と温度によってその割合が変化することを された方々にご迷惑をお掛けしたことをお詫び し
実験的に明らかにするとともに、分子場近似によ たい。(文 責:小 野寺秀也)
るFeの電子状態の計算との対応を示 した。
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金属材料研究所第93回講演会を振り返って
本所講演会等に関する委員会委員長 谷野 満
平成8年11月28日(木)午後と29日(金)の 啓発のチャンスを作ること、さらに所外の人(-
1日半にわたって恒例の金属材料研究所第93回秋 般市民も含む)へ の参加呼びかけを推進すること
期講演会が開催された。この講演会は従来、金属 を目指 して、今年度からは講演会の構成を大幅に
材料研究所の所内講演会として各研究部門の成果 変更した。
の紹介に重点が置かれていたが、異なる部門の研 柱と したのは(1)所外の講師による特別講演、
究者が討論した り情報交換を行う場 としては物足(2)特 定テーマを中心にして共通性のある部門の研
りないという意見が多く聞かれるようになってい 究者による小シンポジウム、(3)新任教官(教 授、
た。それゆえ、金研の所員、なかんつく若手研究 助教授)に よる研究構想の紹介、(4)若手研究者に
者や大学院生が最新の研究成果を発表 し,活発な よるポスター発表である。今回の講演会の講演題
議論を行 うことを通 して分野の垣根を越えた相互 目と講師は次の通 りであった。
[特別講演]
*ぺロブスカイ ト型酸化物におけるイオンダイナミクス ー プロ トン ・ダイナミクスを中心として一
(東北大学科学計測研究所所長 石亀 希男 教授)
*知的創作はどのように保護されるか 一 特許権と著作権の比較をとおして 一
(同志社大学法学部 仙元 隆一郎 教授)
*産学連携の今後のあり方(通 商産業省産業技術企画官 福田 秀敬 氏)
[新任教授講演]
*Bi系酸化物超伝導線材の研究開発(新 素材設計開発施設 前田 弘 教授)
[特定テーマ:機 能材料の構造解析と電子状態]
*希土類化合物の磁性一RTC,を中心として(山 口(泰)研 小野寺 秀也 氏)
*元素半導体完全結晶および原子空孔の陽電子消滅2次 元角相関(山 口(貞)研 長谷川雅幸,唐政 氏)
*IPを用いたx線小角散乱測定装置とSi-c系繊維および膜の研究への応用(鈴 木研 神山智明 氏)
*X線異常散乱を用いた酸化物結晶材料中の陽イオン分布の決定(平 賀研 杉山和正、平賀覧二 氏)
[ポスター発表]24件(各 部門)
ポスター発表者はそれぞれ3分 間の口頭発表を行った後、ポスターによる詳細説明を行 った。
なお聴講者の投票に基づいて優秀発表の選考を行い、下記の4編 が表彰された;
*水素処理によるNb3Al基合金の微粉化機構(花 田研 千星 聰 氏他)
*海水電解用アノー ド電着Mn-W酸化物酸素発生極(橋 本研 泉屋 宏一 氏他)
*TheStructures,Energetics,andElectronicPropertiesofSmallUreaClustersfrom
ablnitioCalculation(」ll添 研R.V,Belosludov氏他)
*衝撃圧縮法によるREBa2Cu30,(RE=Y,Eu、La)準安定相の合成(庄 野研 彦坂 秀昭 氏)
40
講演会参加者数の推移を見ると、特別講演:平 判断されるが、プログラムの組み方,特 に特別講
均52名(そのうち所外からの参加者10名)、新任 演の時間帯の割 り振 りや特定テーマの設定の仕方
教授講演50名(所 外3名)、特定テーマ講演:平 など改善すべき点は多々残 っている。また、所外
均25名(所 外2名)で あ り、特別講演や新任教授 への参加呼びかけに関 しては、今回は一部の新聞
講演が盛況であったのに比べて、特定テーマ講演 に講演会開催の案内を掲載 して貰 ったり、またイ
への参加者は少なく、また講演毎の聴衆の入れ替 ンターネッ トの金研ホームページ*に載せたりした
わ りも多か った。これは従来からの慣習が依然 と が、所外からの参加者の数からみて、効果のほど
して解消されていないことの顕われと考えられ、 はあまりはっきりしなかった。より積極的手段と
プログラム構成にさらなる工夫が必要と思われる。 してはNHKや 民放テレビ局などの地方ニュース
ー方、ポスターセッションの口頭発表において に取 り上げて貰 う努力も必要であろう。金研講演
は60名を超える参加者が詰めかけ、ポスター会場 会が今後どのように発展 してゆくかについては次
も盛況であった。春秋2回の経過を見る限 りにお 期以降の委員長の手腕に期待するところ大である。
いてはポスター発表は所期の成果を挙げていると 最後になったが講演会の実施に当たって多大な
みて良いであろう。 るご協力を頂いた隅山助教授はじめ関係者の方が
以上のように新 しい試みはある程度成功 したと たに篤く感謝する次第である。
今年10月から金研のホームページの一部として"IMRニュース速報版"の ページを開設 しました。
内容は随時更新 しております。講演会など各種の情報を速報いたしますので、是非ご覧下さい。
[http://www.imr.tohoku.aG.jp]
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IMRInfor〕mationBureau・
● 教 官 人 事 異 動(1996.9.30-1997.1.1)●
氏 名 年 月日 異動種 別 異動 後の身分
セティヨ プル ワン ト1996.9.30辞 職
坂爪 新一1996.10.1転 出(本 学 極低温科学センター 助教 授)
工藩 診 ポリス'996 ・11・1新規採用 結晶材料化学研究部門 助手
細田 秀樹1996.11.1新 規採用 加工プロセス工 学研 究部門 助手
レベ ッ ト アン ドレイ1996.ll.30辞 職
米永 一郎1997.1.1昇 任 結晶欠 陥物性学研究部門 助教授
● 現 在 滞 在 中 の 外 来 研 究 者 ●
氏 名 ・所 属 ・身 分 招 聰 期 間 受 入 制度 ・身 分 ・ 〈世 話 部 門 〉
大串 秀世1996.10.1一 客員研究部門1種
通産省工 業技術 院電子 技術総合研究所1gg7 .3.31材 料 プロセス評価学部 門 ・併 任教授材 料制
御 研究室室 長 〈八百研究室〉
田中 秀数1996.10,1一 客員研究部 門1種
東京工業大学理学部 助教授1gg7 .3.31材 料設計学部門 ・併任助教授
〈本河研究 室〉
田中 吉秋1996,10.1一 客員研究部門1種
科技庁金材研大型磁場ユニ ッ トリーダーlgg7.3 .31新 素材設計 開発施設 ・併任教授
〈新素材設計開発施設〉
大島 忠平1996.10,1.客 員研究部門II種
早稲田大 学応用 物理学科 教授lgg7.3.31材 料物性学部門 ・客 員教 授
〈櫻井研究室>
RARLINSKI,Krzysztofl996.8.1一 客員研究部門lll種
ポー ラン ドlgg7 ,3.31新 素材設計開発施設 ・客員教授
原子核物理学研究所 教授 〈新素材 設計 開発施設>
MILL,BolisVeniaminovich1996.12,15一客員研究部 門lll種
ロシア1997 .6.14物 質創製学部門 ・客員教授
モス クワ大学物理学科 教授 〈福 田研究室〉
次 の ペ ー ジ へ つ づ く …・………・
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前ページのつづき●現在滞在中の外来研究者(199612現在)●
氏 名 ・所 属 ・身 分 招 聴 期 間 受 入制 度 ・身 分 ・ 〈世 話 部 門>
ESFARJAN1,Keivan1996.4.1一 寄付研究部門(日 立)
lgg7.3.31材料設計シミュレーション部門 ・客員助手
〈川添研究室>
EL-ESKANDARANY,MohamedSherif,1995.7。23一卓越 した研究拠点(COE)事業
MohamedMostafalgg7.3.31外 国人研 究員 ・客員教授
エジプ ト アル ・アザール大 学工学部 講師 〈鈴木研 究室>
VlLCA,DomingoHuerta1995.lo.9一 卓越 した研究拠点(COE)事業
ペル ー クラウスタ ール工科大学 研究員lgg7.3.31外 国人研 究員 ・客員助教授
〈橋本研究室>
NAGARAJAN,Rajagoparanl996.5.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非常勤研究員 ・講師
〈井上研究室〉
勅使河原 誠19955.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非常勤研究員 ・講師
〈茅野研究室〉
張 波捧1995.5」 一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1gg7.3.31非常勤研究員 ・講師
〈橋本研究室〉
小坂 昌史1996.4」 一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1gg7.3.31非常勤研究員 ・講師
〈山口(泰)研究室〉
森川 啓志1995.5.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1gg7,3.31非常勤研究員[・講師
〈八百研究室〉
稲葉 克彦19955.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非常勤 研究員 ・講師
〈福田研究室〉
劉 宏 涛1995.10.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非常勤研究員 ・講師
く鈴木 研究室>
BAGNALL,D,M1996.3.31一 日本学術振興会
英国1gg7.g.30欧 州委員 ・学振ホ.ストドクトラルフェローシップ.共同事業による外 国人特別研究員
〈教授 ・八百 隆文>
TINDALL,Craigl995.6.3一 日本学術振興会
アメ リ力 力 リフォル ニアlgg7.6.2外 国人特別研究員(ア刈 力)
アー ビン大学 学生 〈教授 ・櫻井 利夫〉
次のページへつづ く ・
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前ページのつづき●現在滞在中の外来研究者(199612現在)●
氏 名 ・所 属 ・身 分 招 聴 期 間 受 入 制 度 ・身 分 ・ 〈世 話 部 門>
TOMASINI.Pierre1995.10.8一 日本学術振興会
フランス モ ンペ リエ大 学lgg7.10.6外 国人特別研究員
凝縮物質学科大学 院修了 〈教授 ・八百 隆文>
KURUTZ,E,R.1996.10.7一 日本学術振興会
ドイツ ヴュル ツブル ク大 学物理 研究所lgg7.10.6外 国人特別研究員
研究員 〈教授 ・八百 隆文〉
加藤i秀 実1996.4.1一 日本学術i振興会
東北大学大学 院工学研究科博 士課程 前期2年1ggg.3.31特 別研究員
〈教授 ・井上 明久〉
野村 直 之1996.4.1一 日本学術振興会
東北大学大学 院工学研究科博 ±課程前期2年lggg.3.31特 別研究員
〈教授 ・花田 修治〉
三井 裕之1995.4.1一 日本学術振興会
東北大学大学 院理学研究科博±課程後期3年1gg7.3.31特 別研究員
〈教授 ・橋本功二〉
泉屋 宏一1995.4.1一 日本学術振興会
東北大学大学院理学研究科博士課程後期2年lgg8.3.31特 別研究員
〈教授 ・橋本功二〉
大嶋 江利子1994.4.1一 日本学術 振興会
東北大学大学院理学研究科博士課程後期3年1gg7.3.31特 別研究員
〈教授 ・庄野安彦〉
鈴木 栄男1996.4.1一 日本学術 振興会
東北大学大学院工学研究科博士課程後期2年lgg8.3.31特 別研究 員
〈教授 ・深瀬 哲郎〉
松田 康弘1996.4,1一 日本学術振 興会
東北大学大学院工学研究科博±課程後期3年lgg8.3.31特 別研究員
〈教授 ・八百 隆文〉
富家 英登1996.4,1一 日本学術i振興会
東北大 学大学院工学研究科博士課程 前期2年lggg.3.31特 別研究員
〈教授 ・八百 隆文〉
村 岡 祐 治1996.1.1一 日本学術振興会
東 北大 学大学院理学研 究科 博士課程 後期3年lgg8.12.31特 別研究員
修 了 〈教授 ・平賀 覧二〉
濱 本 輝 文19944.1一 日本学術振興会
東北大 学大 学院理学研究科 博士課程後期3年1gg7.3.31特 別研究員
〈教授 ・本河光 博〉
渋谷 栄 一lg96.10.1一 産業教育内地留 学生
福島県立塙工業高等学校 教諭lgg7.3.31新 素材 設計 開発 施設
〈助教授 ・浅見 勝彦〉
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● 受 賞 状 況(1996.5-1996.12)●
日本金 属学会論 文賞
藤森 啓安(教 授)CrystallizationProcessAmorphousFe-Ta-CAIbyFilmsandThermall996・928
井上 明久(教 授)StabilityoftheResultantSoft-MagneticNanocrystallineState
藤森 啓安(教 授)ThermalExpansionandspinFluctuationsinAmorphousY-TM(TM=1996・928
小尾 淑久(助 手)Ni,Co,FeandMn)AIIoys
日本金属学会技 術開発賞
井上 明久(教 授)過 冷液滴急冷法による扁平状非晶質合金粉末の製造とその応用 「996、9.28
花田 修治(教 授)高 強度Nb-A虚属間化合物と溶製技術の開発]996・9・28
第6回 日本金属学会奨励賞
吉見 享祐(助 手)力 学特性部門1996・9・28
相原 智康(助 手)物 性部門 分子動力学シミュレーションによる材料の理論的研究1996・9・28
幅崎 浩樹(助 手)優 れた化学的特性を有する非平衡合金の創製とその基礎研究に関するこれまで1996.928
の業績に対 して
金属材 料科学助成 賞
後藤i孝(助 教授)炭 化ホウ素基in-situ複合セラミックスの合成とその超高温熱電変換材料として1996・11・1
の応用
第36回 原 田研究奨励賞
関口 隆史(助 手)電 子ビーム励起による半導体中の欠陥の研究 一Si中の転位の発光を中心とし1996・11・1
て
島村 清史(助 手)新 しい電子 ・光応用高性能学結晶材料の倉1」製とその単結化に関する研究1996.11・1
将 上奨励 賞
河村 能入(助 手)ア モルファス合金粉末の固化成形に関する研究1996・5・10
粉 体粉末冶金協会研究進歩賞
河村 能人(助 手)高 清浄環境下における超急冷粉末冶金連続プロセスとそれを用いた新材料の開1996・521
発
粉 体粉末冶金協会技能賞
佐藤i勇(技 官)各 種材料の特性測定のための電子機器装置の製作、保守管理等の貢献1996・5・21
恋用物理学会放射線分 科会 「放射線賞」(教 育努 力賞)
鈴木 吉光(技 官)パ ツシブモニタによる教育現場の大気中ラ ドン濃度の測定の試行1996・7・1
日本 公析化学会有功 賞
佐藤i多 作(技 官)X線 を用いた評価法の技術修得、応用、改良等の貢献1996・9・20
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● 外 来 者 に よ る講演 会(1996.9-1996.12)●
OverviewoftheresearchactivitiesattheInstituteforTransuraniumElements
リエージ ュ大学教授 ヨー ロッパ超 ウラ ン元素研究所副所長(ベ ルギ ー)Dr.JeanFuger
鈴木研、塩川 研9/2
RecentdevelopmentonAtomicLayerEpitaxy
Micochemistry,FinlandDr.TuomoSuntola八 百 研9/2
半導体 における負の電子相関 と物質設計
大 阪大 学産 業科学研究所 教授(東北大学金属材料研究所 併任教授)吉 田 博 八百研9/4
MagneticAnisotropies,MagneticMomentsand2dSpinSwitchinginUltrathinMagneticStructures
CavendishLaboratory,Un[versityofCambridgeJ.A.C.Bland博士 藤森研9/10
NewResultsontheMagneticStructuresofCsCuCl,intheTransverseFie[d
Hahn-Meitner-lnstitut,BerlinDr.UrsulaSCHOTTE本 河研9/11
BandmetamagnetisminUCoAl
Dept.ofMetalPhysicsCharlesUniv,(CzechRepubic)Prof,AV.Andreev塩川研9/12
Density-functionalspin-fluctuationtheoryforitinerantmagnets;theCurietemperatureofFe,Co
andNi
ダル ムスタ ッ ト工科大学 固体 物理学科Prof.J.KuebIer山 口(泰)研9/18
結 晶成長 におけるシミュ レーシ ョン研究 の現状 と今後の展開
NationalCentralUniversity,TaiwanProf.Chung-WenLan福 田研9/19
Diffusioninlntermetallics
ミュンスター大学Prof.Mehrer松 井研9/20
マ イクロ結 晶作成 における界面 のダイナ ミ ックス
三菱マテ リアル(株)総 合研究所 次世代研究所室長 宇田 聡 福田研9/20
酸化物単結晶の最近の動向一〕TaO3を中心と して一
(株)東芝 技監 西村 俊夫 福田研9/27
レーザー ・非線形光学結晶の最近の研究動向
大阪大学工学部 教授 佐々木孝友 福田研10/15
新 しい圧電結晶 について一一ラ ンガサイ ト系結晶一一
(株)東 京電波部長 佐藤 充,光 野卓也 福田研10/15
大 口径結晶のデバイス応用 にお ける欠陥制御 一Si,〕TaO3,LiNbO,を典 型例と して一
(株)芝浦製作所 監査役 平野 均 福田研10/15
NanowireandNanostructuredMaterials
スウエーデン王立工科大学 物性物理学科Prof,K.V.Rao井 上研10/30
ClustersandCluster-AssembledMaterials
lnst.ofSolidStatePhys.,Acad.Sinica,CHINAProf,XingaoGong
鈴木研IO/31
次のページへつづく ・………・
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前ページのつづき●外来者による講演会(19969-1996.12)●
多結晶シ リコンMOSFETの 負の磁気抵抗
山口東京 理科大学 基礎工学部 教授 石田 修一 本河研11/1
CuGeO,のESRと磁歪 、
モスクワ大学 低温物理学AlexanderN.Vasiliev本 河研11/2
FluxPinningEffectofSmallSizeDefectsandFluxCreepinYBCO
InstituteofCondensedMatterPhysicsZhejiangUniversityProf,JiaoZhengkuan
強磁場超伝導材料研究セ ンター11/13
GaAs基板上への単結晶磁性膜のエ ピタキシ ャル成長
復旦大学物理系 ・首席教 授 王 迅 八百研11/13
PhotoelectrochemistryofPassiveFilms
UhligCorrosionLaboratoryMassachusettsinstituteofTechnologyU.S,A
Prof.R.M,LATANISION橋 本研11/13
孫子の兵法と電子セラミ ックスの微細構造解析の新手 法
岡崎セラミ ックス研究所所長(元 防衛大学副校 長、元湘 南工 科大 学材 料工 学科 学科 長)岡 崎 清
平井研11/14
0rderingandHardeninginthey-phaseofNi-basedSuperalloys
パ リ大学南校H.0.K.Kirchner花 田研11/18
結晶学の新 しい展開 一 温度 ・組成 ・圧力を変数と して一
大阪大学理学部教授 山中 高光 福田研11/20
第ll種超伝導体中における磁束 の運動の計算機実験
名古屋工業大学 榎本 美久 小林研11/22
プ リッジマ ン法結晶成長技術動向 について
上海硅酸塩研究所教授 萢 世 馬童 福 田研11/26
化合物半導体の微視的構造評価 と物性
NHK技術研究所 藤本 勲 八百研12/5
Preparation,StructureandCharacterizationofMetastableNi-BasedMetallicPhases
ProducedbyElectrodepositionandMelt-Quenching
Dept.ResearchInst.forSolidStatePhysics,theHungarianAcad,ofScience
HeadofMetalsResearch,Dr.1mreBakonyi井 上研12/6
Nanostructures:Properties,StabilityCriteria,Examples-anOverview
Inst.forSolidStateandMaterialResearchDresdenProf.HansWarlimont井上研12/9
Calculationofvibrationalexcitationanddissociativeattachmentoflow-energyelectronsto
diatomicmolecules
チ ャール ス大学(チ ェコ)数 物理学科理学博士Dr.JiriHoracek川 添研12/17
1ncubationDoseforAnisotropicGrowthofAmorphousAlloysunderHighEnergyHeavyIon
Bombardment
ロシア研究センター クル チャ トフ研 究所 教授AlexanderRyazanov松 井研12/25
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● 商 業 紙 に 掲 載 さ れ た 本 所 関 連 記 事(1996.9-1996.12)●
第2次 学長選 に残 った候補者8名 の うち、増本健前所長を含 む4名 が有力 と予想 されている。
増本健前所長:河 北新報(1996.9.6)
東北大学第2次 学長選で増本健前所長を含む5名 の候補者が選出された。
増本健前所長:河 北新報(1996.9.11)
酸化物結 晶成長における融液 中の3次 元対流現象をスーパー コンピュータ によ り解明 した。
川添良 幸教授 と柿本浩一博士(NEC、 前本所客員教授)=河 北新報(1996.9.27)
共 同研究 によ り、高 強度のニ オブ3ス ズ超電導線材 を開発 し、大 型磁石の小型 ・軽量化の可能性 を生
み出 した 。 渡辺和雄助教授 ら(東 芝 、昭和電線電繧i)=日刊工業新 聞(1996,10.1)
熱電変換 素子の研究が 多方面 で行な われているが 、その中で 、平井 研究室 は材料構造 の制御 による高
効率化の方向 からの研究を進めて いる。
後藤助教授 ら(航 技研、山 口東京 理科大 、電力 中研 、ダイキン工業な ど)
日経産業新聞(1996,10,4)
● 主 な 見 学 者(1996.9-1996.12)●
NHκ仙台放送 局 佐々木 公郎1996 .9,10
中 国北京科技大学冶金系 主任CangDaqiang教 授1996 .9.10
文部省 大臣官房人事課福祉班 係長 小新 敏充1996 .9.18
河北新報社 遠藤i直 子1996.9.26
毎 日新聞社 岩崎 誠]996 .926
科 学技術振 興事業 団 矢嶋 祐次1996 .10.7
JohannWolfgangGoetheUniv.ProfD Dr.h.c.WernerMartienssen1996.10.8
LanidoltBoernsteinSpringer-VerlagBerlihDr.RainerPoerschke1996.10.8
JATISTimothyKing1996 .10.10
JATIS日 鉄技術情報セ ンター 松尾 宗次1996 .10.10
新 日本製鐡株式会社El事業部 杉 田 明男1996 .10,10
資源 ・素材学会の 関係者 約25名1996 .10.24
1nstofMaterialsResearchJuegenSchliz&UweLeshake1996 ,10.29
次のページへつづく一…・……
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前ページのつづき●主な見学者(1996.9-1996.12)●
Nationallnst.ofStandardsandTech.,MaterialsResearchEngineer,AbdrewJ.Slifka
1996.10.29
TechnischeHochschuleDarmstadtFBMaterialwissenschaft,AchimNeubrand
1996.10.29
人 事 院 東 北 事 務 局 局 長 石 山茂 男
総 務 課 長 西原 憲 一
人 事 官 播 谷 実
人 事 官 付 秘 書1996.1030
中 国 包 頭 鋼 鉄 公 司 包 春 林1996.11.12
中 国 鞍 山 鋼 鉄 学 院 沈 明 鋼1996.11」2
ドイ ツ連 邦 議 会 教 育 科 学 研 究 技 術 委 員 会 訪 日代 表 団
代 表 団 長 キ リス ト教 民 主 同盟Dr.RainerJork他7名1996,11.19
新 日本 製 鉄(株)藤 田 典 之1996.12.10
日本 ア イ ビー エ ム(株)園 田 善 一1996.12.10
● 本 所 発 行 出 版 物 案 内(1996.7-)●
1)研 究所 概 要パ ン フ レ ッ ト 『東 北大 学金 属 材 料 研 究 所1997』 ・一 一 ・一 ・d997年5月 発行予定>
2)広 報 紙 『IMRニュー ス(No.27)』 ・・… 一 ・一 ・・・・…(1997年5月 発行予定)
3)論 文 リス ト
「ListofPapers1)ublishedbytheMembersoflnstituteforMaterialsResearch,
TohokuUniversity1995』
一一...._..・,・ 一 …1996年11月 発 行
4)論 文 集(Sci,Rep,RITU,A)
『Ad・vancedResearchinHi8hField、LaboratoryforSuperconducting・Materials』(Vot.42-2♪
一 ・一 一 ・・一 一 一 ・一 一1996年7月 発 行
『AmorphousMaterialsXVIII』 … 一 一一一一一 ・・・…d997年3月 発行予定)
『ScannningTunneringMicroscopyI』 ・一 ・一 ・・一 一 ・・…(1997年3月 発行予定)
『MaterialsDesignbyComputerSimulationIV-Nロcleation乃eo」rJ!andSimulation-』
・・・・・・・・・・・…(1997年3月 発行 予定)
『lrradiationEffectson1>tZclearMaterials』一 一 ・一 一一・+・・一 一一(1997年3月発行予定)
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最近発表 された論文等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
Non-FerrousMetatsandAtloys
26-0011nterfaceStructureofJeongH.G.,HiragaK.,Philos.Mag.Lett.,74
Si3N4-Whisker-ReinforcedA1-Mg-SiAlIoyMabuchiM.andHigashiK.(1996),73-80
(AlAlloy6061)CompositesStudiedby
High-ResoIutionElectronMicroscopy
IntermetaUicCompounds
26-002CyclicThermalShockofFunctionallyKumakawaA.,SasakiM、,Proc.20thlnt.Symp.
GradedMaterialsTakahashiM.,ZhangL.M.,SpaceTechnologyand
HiraiT.,HuelsmanS.W.,Science,Gifu,Japan,
FritscherK.andBunkG.J.(1996),1-6
26--003StructureoftheAI-Rh-CuDecagonalLiX.Z.,HiragaK、Philos.Mag,Lett.,74
QuasicrystalStudiedbyHigh-ResoIutionandYubutaK.(1996),247-252
EIectronMicroscopy
26-004EffectofStrainRateontheMurayamaY.,HanadaS.Mater.Trans.JIM,37
High-TemperatureDeformationBehaviorofandObaraK,(1996>,1388-1396
Nb3AlHipPedfromPreaIIoyedPowder
26-005SupPressionofHydrogenSegregationatSaitohH.,EndohM.,J.Mater.Sci.Lett.,
GrainBoundarybyBoronAdditioninAoyamaT.,MisawaT.,15(1996),1297-1299
L12-TypeNi3(Si,Ti)AlloyOhnishiT.,MaC.L.
andTakasugiT.
26-006CathodicBehaviourofBoron-andTanabeH,,DoukiT.,IntermetaIIics,4
Chromium-AddedNi3(Si,Ti)TakasugiT.andMisawaT.(1996),Sl89-Sl92
1ntermetaIlicsHavingHighResistanceto
Hydrogen-InducedEmbrittIement
26-0070nLatticeDefectsandStrengthAnomaIyYoshimiK.,HanadaS.1ntermetaIlics,4
0fB2-TypeFeAlandYooM.H.(1996),S159-Sl69
SemimetalsandSemiconductors
26-008SynthesisandThermoe}ectricPropertiesChenL,GotoT.、LiJ.H.Mater.Trans.JlM,37
0fBoron-richSiIiconBoridesandHiraiT,(1996),1182-1185
26-009DirectObservationofHydrogen-RelatedHayashiK.,WatanabeH.,AppI.Phys.Lett.,69
LuminescentStatesinSubsurfaceRegionYamanakaS.,OkushiH.,(1996),1122-1124
0fHomoepitaxialDiamondFjlmsKajimuraK.
andSekiguchiT.
26-010GroundStateatLowLandauLeveIFillingKawajiS.,FukanoA.、Sci.Rep.RlTU,A42
FactorsinTwQ-DimensionalSystemsofOkamotoT.,GotoT.(1996),259-262
GaAs/AlGaAsHeterostructuresinStrongandFukaseT.
MagneticFields
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1MRニ ュ ー スNo.26最 近 発 表 され た 論 文 等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
26-011DependenceofGenerationandStructuresKuoL.H.,KimuraK.TApPI.Phys.Lett.,69
0fStackingFauItsonGrowingSurfaceMiwaS.,YasudaT.(1996),1408-1410
StoichiometriesinZnSe/GaAsandYaoT,
26-012CathodoluminescenceStudyonSekiguchiT.andSuminoK.J.ApPl.Phys.,79
DislocationsinSilicon(1996>,3253-3260
26-Ol31nfluencesofCuandFelmpuritiesonShenB.,JabIonskiJ.、Jpn.J.Appl.Phys.,
0xygenPrecipitationinSekiguchiT.andSuminoK.35(1996),4187-4194
Czochralski-GrownSiIicon
26-014PreclpitationBehaviorsofCuandFeonShenB.,ZhangR.,ShiY.,ApPI.Phys.Lett.,68
Frank-TypePartialDislocationsinZhengY.D.,SekiguchiT.(1996),214-216
Czochralski・-GrownSiliconandSuminoK.
26-OlsPrecipitationofCuandFeinDislocatedShenB.、SekiguchiT.,Jpn.J.ApPI.Phys.,
Floating-Zone-GrownSiIiconZhangR.,ShiY.,ShiH.,35(1996),3301-3305
YangK.,ZhengY.D.
andSuminoK.
26-016Pr㏄ipitationofCu,Ni,andFeonShenB.,SekiguchiT.,Phys.StatusSolidiA,
Frank-TypePartialDislocationsinZhangR.,ShiY.,155(1996),321-332
CzochraIski-GrownSiliconZhengY.D.andSuminoK.
26-017MeasurementofInterface-lnducedOpticalYasudaT.,KimuraK.,Phys.Rev.Lett.,77
AnisotropiesofaSemiconductorMiwaS.,KuoL.H.,(1996),326-329
Heterostructure:ZnSe/GaAs(100)JinC.G.,TanakaK.
andYaoT.
26-018カ ソ 一ー ド ル ミ ネ ッ セ ン ス に よ る 半 導 体 材 料 の 関 口 隆 史 応 用 物 理65
電 子 構 造 の 検 討(1gg6),491-495
RefractOiyMaterialsandCeramics
26-019High-T㎝peratureOxidationofCVDGotoT.,HiraiT.,Ceram.Trans.,71
Silicon-BasedCeramicsNarushimaT.andlguchiY.(1996>,245-257
26-020PreparationoflridiumFiImsbyMOCVDGotoT.、OnoT.Proc.3rdM.V.
andTheirApPlicationforOxygenGasandHiraiT,MokhosoevMem.Int.
SensorSemin.NewMaterials,
Russia,(1996),76
26-0211rradiation-lnducedDefectsinSiIicaHasegawaM.,TabataM.,MaterialChemistry
GlassStudiedbyPositronAnnihilation,FujinamiM.,ItoY.'96:Proc.lnt.Symp.
ESRandOpticaIAbsorptionandYamaguchiS.MaterialChemistryin
NuclearEnvironment,
Tsukuba,(1996),
815-827
0rganicMaterials
26-0221S・k・9・pOpticalAb…pti。・1・ducedbyK・ ・。d・N.,Ni・hid・M.1thy・.Rev.B,54
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番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
QuantumLatticeFluctuationsattheandYamashitaM.(1996),2390-2396
PeierlsEdgeinPtClChainCompIexes
26-023StructuresofBenzeneClustersLiZ.Q.,OhnoK.,Surf.Rev.Lett、,3
KawazoeY.,MikamiM.(1996),359-363
andMasudaY.
26-024HaIlEffectintheMixedStateoftheMatsuyamaA.,SasakiT.,PhysicaC,263(1996),
0rganicSuperconductorFukaseT.andToyotaN.534-537
κ一(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
26-025Ha目EffectintheQuasiTwo-DimensionaISasakiT.,MatsuyamaA.,Sci.Rep.RlTU,A42
0rganicSuperconductorFukaseT.andToyotaN.(1996),397-402
κ一(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
26-026ResistiveJumpandHysteresisintheSasakiT.,MatsuyamaA.PhysicaC,263(1996),
VortexStateoftheOrganicandFukaseT.538-543
Superconductorκ一(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2
26-027Second-HarmonicGenerationResonanttoShenM.Y.,KoyamaS.,Phys.Rev.B,53
thelSOrthoexcitonLeveIofCuprousSaitoM.,GotoT.(1996),13477-13481
0xideandKurodaN.
26-028LowTemperatureGroundStatesandToyotaN.,SasakiT.,Sci.Rep.RITU,A42
Field-InducedPhaseTransitionsinEndoS.,WatanabeY.,(1996),271-274
α 一(BEDT-TTF)2-MHg(XCN)4(M=K,TltRb,Nト14;OzawaH.andFukaseT.
X=S,Se)
MagneticMaterialsandEtectronicMateriats
26-029Ferr㎝agnetismandLargeNegativeChibaH.,KikuchiM.,SoIidStateCommun.,
MagnetoresistanceinBi1-.Ca.MnO3KusabaK.,MuraokaY.99(1996),499-502
(x≧O.8)PerovskiteandSyonoY.
26圃一〇30MicrostructureandMagnetoresistanceofHayakawaY.,HasegawaN.,↓Magn.Magn.Mater.,
Fe-Hf-OFilmswithHighElectricaIMakinoA.,MitaniS.154(1996>,175-182
ResistivityandFujimoriH.
26-031PressureDependenceofHole-MnandMn-MnKurodaN.andMatsudaY.Phys.Rev.Lett.,77
Exchangelnteractionsin(1996),1111-1114
Cdo.9sMno,osSe
26-032BaFei2-2・Co・TixOl9(xニO、0.6,0.9)FilmsM}zoguchiY.,KagawaM.,Mater.Trans.JlM,37
SynthesizedbytheSpray-ICPTechniqueSyonoY.andHiraiT.(1996),1177・-1181
26-033金 属 マ イ ク ロ ク ラ ス タ 一ーの 示 す 特 異 な 磁 性 と 川 添 良 幸 ま て り あ35
そ れ を 活 用 し た3次 元 超 高 密 度 磁 気 記 録 媒 体(1996),840-842
の 可 能 性
Superconductors
26-0341A・i・t・。py。ftheFluxPinni・gandF・kaseT-H・nag・ ・iT.,1Sci,Rep.RITU,A42
52
IMRニ ュ ー スNo.26最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
ElasticAnomaIiesunderHighMagneticKamataM.,1shizukaK.,(1996)、327-331
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